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地域地質研究報告                              （昭和54年稿） 
５万分の１図幅 

札 幌 (4)第 42号  

 

 

千 歳 地 域 の 地 質 
 

曽屋龍典＊・佐藤博之＊＊ 

 

 

 
千歳地域の地質調査は，昭和39年から40年にかけて行われ，さらに佐藤が昭和51年に補備調査を  

行行行行 行行行行行行に行行ては，曽屋が行行行行行行行行から研究を行行けて行行行の行行行，  
支笏行行行行行に行行ては主に佐藤が調査し行行  

この間に，行行行行行勝井義雄教授および行行行教育行行札幌分校春日井昭教授には，野外と室  
内にお行て指導と討論を行行だき，ま行室蘭工業行行行口久之助教授，行行行立地下資源調査所松  
下勝秀氏からは，本図幅地域の地下地質に行行ての教示をうけ行行行行行開拓記念館松下亘氏，苫  
小牧市教育委員会佐藤一夫氏からは考古行に関する教示を行行だ行行行花粉分析は行行行教育行行  
釧路分校岡崎由夫教授，パリノ・サーヴェイ株式会社徳永重元博士に負行て行る行本図幅地域の地  
質は行行灰類が主体をなすが，これらの調査に行行ては行行行行行灰命名委員会に集行行，行行行  
行行石川俊夫名誉教授，帯広畜産行行行田忍名誉教授，行行行農業試験場音羽行三・佐々木龍男・  
富岡悦郎・片行雅弘各技官，行行行立農業試験場後藤計二技師の方々に教示と討論を行行だ行行行  
輝石の  EPMA 分析には地質部奥村公男技官の援助をうけ，同薄片の作成は技術部宮本昭正技官に  
よる行の行行る行日本行路公団札幌行張所および行行行支所村瀬正技官からは，千歳付近における  
沖積層に関する資料の提供をうけ行行図面の調整は行部分行行行支所熊谷なな子技官に負行て行る行  
上記多くの方々に厚く感謝する次第行行る行  

本図幅地域周辺の地質図幅はすべて行版され，ま行行版されてから相当の時日が経過して行る行  
この報告を執筆するに行行行，それらの図幅にお行て本図幅地域と関係行行て，記述されて行なか  
行行行，ま行その後に研究が進んだことに行行て行来うる限行と行上げるように努め行行さらに本  
図幅地域内における多くの方の研究成果を引用するようにし行行引用を許され行方々に重ねて感謝  
する行  

 

Ⅰ行地  形 
 

千歳図幅地域は，行行行を主部と南西部とに分けて行る札幌－苫小牧低地帯（石狩低地帯，長尾巧， 

1940－1941）の南部に行行て，太平洋側と日本行側の分水嶺に行行行て行る行本図幅地域全体が支笏行行 

の東麓に行行る行砕岩台地によ行て占められ，極めて限られ行部分にこれを開析する各河川に沿行行沖 

積平地と行岸平野が存行する行 

西隣行行図幅地域内に行る支笏行行は，ウルム氷期の約30,000年行に破局的行行行を起し，約100 

km３（勝井・村瀬，1960）にのぼる軽石・行行灰を行行して，広行な行砕岩台地をその周辺に作行行行 

本図幅地域はその東部に行行行て行る行すなわち，本図幅地域西部行は行抜約150mを示すが，東方に 

次第に高度を下げ，東部行は行抜25m行後とな行，さらに東方に向行てわずかに高度を増す行太平洋側 
―――――――――――――――― 

*環境地質部  **地質部
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と日本行側との間約80kmにわ行る低地の分水嶺の最低高度は美々の行行行抜約24m行行る行行砕岩台 

地は，その後数次にわ行行て行行堆積し行恵庭行行や行行行の行行灰層に厚く覆われ行行めにその地 

形的特徴は単調行行行，一般に起伏に乏し行平坦な様相を示す行行だ千歳市街南に行る東西1.5km，南 

行約2.0kmの砂丘がわずかに単調さを破行て行るが，これ行恵庭行行以後の降下堆積行に覆われて行 

る行め，切行割行の観察によ行察せられる程度行行る行 

河川は地域行部の約２分の１が，支笏湖から流行し行千歳川の流域行行行，千歳市街から行流して， 

石狩川に合流して日本行に注行行行る行南部行は美々川・勇払川・苫小牧川・有珠川等の小河川が太平 

洋側に向行て行る行美々川は一度ウトナイト沼を通行行後に勇払川と合流し行後に太平洋に注ぐ行美々 

川および勇払川は谷幅行数100mにわ行行，湿原をと行な行て行る行地域の最西部に遠浅川が南行に流 

れてお行，東隣の早来図幅地域内行安平川と合流して太平洋に注ぐ行 

河川行とくに注目される行のは行砕岩台地の上行消失する尻無川の存行が行る行それは図幅地域行東 

隅の駒里に認められる２条の河川行，行ずれ行現行は河川改修工事によ行て遠浅川の源流に結ばれて， 

そのように称せられて行る行旧地形図によれば，行ずれ行東方の馬追行地を源流とし，約5km流れ， 

台地に入行て2-3km流れて消失して行る行流域面積は行からそれぞれ5.7および4.2km２，見込平水量 

は0.12および0.09m３/sec行行る（行口ほか，1963)行これらによる伏流水はおそらく美々川・旧遠浅川 

の流頭に行なが行，美々付近に行る多くの湧水列行これらに関係し行行の行行ろう行 

行岸平野は勇払原野の一部行行行，図幅地域南東隅の沼の端付近にわずかに認められる行本図幅地域 

の南端の沼の端は太平洋の行岸から約4kmをへだててお行，行抜約4m行後行行行，沖積世新石器時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第１図 千歳図幅地域とその周辺の地形図 
区画は５万分の１地形図（国土地理院発行20万分の１地勢図「札幌」・｢苫小牧｣） 

Topography around the Chitose District
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代の内湾に相当し行行新石器時代の縄文行進期の汀線は苫小牧市からほぼ国行沿行に支笏行砕流堆積行 

をををして行 をを作行，一部は美々川や勇払川に沿行てをををに内を部に入行込んだ行行を期以降に  

降下堆積し行行行行に由来する降下行砕堆積行を除くと，平野の行抜高度は美々から沼の端にかけて 

平均1.5m程度低くな行，現行の行水準行考えられるよ行行奥深く行水が進入し行と思われる行湾内に 

おける潮流によ行て遂次砂丘が形成されると共に，現行のウトナイト沼・丹治沼が行跡湖としてと行残 

され行行行口ほか（1963）はこれらの形成過程を第２図のように推察し行行 

す行に行岸近くの勇払にお行て，金森（1959）は行岸平野の形成に行行て考察するとと行に，行行 

行灰層に覆われる砂丘に注目し行行これらの砂丘は第４図に示される通行勇払付近を頂点として内を部 

の沼の端市街西方ま行達して行る行この砂丘が示す縞をの地形は，その後の行行灰層に覆われる行め， 
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現地における観察行行判然としな行が，航空写真によ行て認めることが行来る（第４図)行しかしこれら 

の微地形は，最近の工業開発に伴う掘削や土砂の取行捨ての行めに，ますます不明瞭とな行て行る行 

行地から平野部に行行勇払川は砂丘群によ行て流路をさま行げられ，その背後を廻行こむようにして 

太平洋に注行行行る行 
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第４図 勇払原野の砂丘 この写真は建設省国土地理院発行の空行写真を複製し行行の行行る 
（50VV9PRSM314CW 170CT.4727） 

Sand dunes on Yūfutsu Plain 

 

 

Ⅱ行地 質 概 説 
 
 

Ⅱ行１ 研 究 史 

 

本図幅地域は札幌－苫小牧低地帯（石狩低地帯，長尾巧，1940-41）の南部の行岸近くに行行行，全域 

がほとんど行砕堆積行からな行て行る行行岸の苫小牧付近は勇払と称されて幕末から漁場が開かれ，明 

治に入行てから，札幌への行は室蘭－札幌間のを路が多く利用され行行原野が行行行て，人工的切行割 

行がまだ少なか行行時代に，本地域の行行灰・軽石に行行て最初に言及し行のは神保（1890）だ行行行 
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彼は札幌－苫小牧間の台地がほとんど「カルイシ」層からな行，行上200尺の高地ま行軽石の厚行堆積の 

みなることに注目し行行そしてこれら第四紀の新し行軽石層を取行除行行時には，苫小牧から石狩川河 

口ま行はま行行くの低地とな行，本島（行行行）の東部と西部は連絡を失うだろうと述べて行る行行行 

行行行行各地から国後島に至るま行の軽石層に言及し，それらと周囲の活行行との関係を述べ行上行， 

これらの厚行軽石層は，単に行行行行行の降下して堆積し行行ののみ行なく，一部は行水の運搬による 

堆積行を含ん行行ると結論し行行 

明治７年（1874）に行行は比較的行規模の行行をし，溶岩円頂丘Ⅰは破壊され行行のと考えられる 

(田行館，1926)行その後明治16年から20年（1883-1887）にかけて，小に発が ににく行にされ行（田行  

館，1926)行明治27年の小行行は行森（1916）によ行て報告されて行る行明治42年（1909）には１月から 

５月にかけて激し行に発が起行，４月17日から19日にかけて，霧の行行溶岩円頂丘Ⅱが形成され行（佐 

藤伝蔵，1909，行井上，1909，TANAKADATE（SHIMOTOMAI)，1912)行神津（1909）は別に灰長石を記載し 

行行伊木常誠は行行行鉱行調査の主任として明治43年（1910）に日高地方を調査し行が，その折に，明 

治７年行行の軽石が，夕張から新冠ま行に及び，夕張行は約２尺の堆積が行行行と住民から聞行行こと 

を述べて行る行そして沙流川から厚別川－鵡川にかけて堆積（沙流川流域行は１尺－２尺，厚別川地方 

行は５寸－１尺，新冠地方行は２－３寸，鵡川地方行最行行）して行る“浮石層”に行行て観察し，これ 

らが全部明治７年の行行に際して行行され行行のかは疑わし行が，行行行からの行行にかかわる行の 

行行ることは明らか行行ると述べて行る（伊木，1911)行伊木の観察し行“浮石層”は，行ｂ降下軽 

石堆積行（Ta-b層）と行ａ降下軽石堆積行（Ta-a層）行行ろうと推定される行明治７年行行の軽石は 

主に南方に降下し行ことが記録されてお行，瀬尾ほか（1968）のTa-Ⅲa層がそれに相当するとされて 

行るの行，日高地方にお行て厚く堆積し行とは確認されて行な行行約30年の間に住民の伝承に過誤が生 

じ行行のと考えられる行以後の行行行の活動と研究に行行ては省略する行 

地表を広く覆行て行るこの地域の軽石層に行行ての研究は，土壌調査の方向から糸口が開かれて行 

く行 

行正６年（1916）行行行第１期拓殖計画に行行灰地と泥炭地を目標とし行特殊土性調査事業が進めら 

れ行行この結果は行正12年から昭和４年（1923-1929）ま行に，10万分の１特殊土壌土性図として国別に 

５枚印刷され行が，限られ行範囲にのみ配布され行行昭和２年（1927）から第２期拓殖計画が立案され 

て，一般土性調査が実施され行行この行行，浦上啓太郎・長沼祐二郎らは，昭和２年から胆振行行灰地 

の調査を行行，行行灰土を構成して行る行行行行行は，行行行と恵庭行行からの行の行行行，その種 

類行ひと行行な行ことが分行，結果は昭和８年に発表され行（浦上ほか，1933)行これが行行灰層位行 

の日本における最初の行の行，本図幅地域内行行われ行行の行行る行以下は長沼の回想行行る行 

胆振の安平にゆき，厚真・苫小牧と下行て３ヵ月ほど土性調査を進め行行そこに現われ行土層を野 

帳に記入すると行う程度行行足行なさを感じ行行苫小牧行感行行行ことは行行灰の表面の腐植層と底 

土は同一の層行行ると行うこと，その結果腐植の層と下の層を加えて５万分の地形図25cmの線行結 

ん行み行―早速50cmの線を引行てみ行ところ25cmのところがなめらかにな行てゆく行（文章の行 

ながらな行ところが行るが行行灰の厚さのひとし行地点を結ぶとなめらかな線とな行行の意味）下の 

層，ま行その下の層，行ずれ行同じ結果が行行行A，B，C，D，Eとこれだけの層に行行て調べ行行そ 
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の行のA－Dが行行の系統，Eが千歳の調査をし行結果恵庭岳にぶ行かる行(行行行農業技術発達史, 

1967，p行454)行 

最表層の行行灰層の降下年代に行行ては，佐々（1933）が所見を述べ，行行行に行行て初めて発見 

され行この方法は，行行行全体の行行に行行て適用され，行行行行行の類別・分布，行行性土壌の特性, 

沖積世における行行活動などと，行ぎ行ぎに体系行けられて行行行（浦上ほか，1938；行田忍，1940， 

1951，1958)行 

支笏カルデラ周辺に広く分布する行砕流堆積行の一部に行行ては，浦上ほか（1933）行触れて行行が, 

鈴木醇・石川（1933）行行行行の研究を行行行際に，“支笏泥溶岩”の名を与えて，カルデラとの関連 

を強調し行行長尾巧（1940-1941）は札幌－苫小牧低地帯を地質構造線として着目し，周辺の地質を総括 

して，その地史に行行て述べ行際に，彼は月寒行行灰層と石行凝灰岩（現行の支笏行砕流堆積行の非溶 

結相と溶結相）とが上下関係に行ると行うよ行行，むしろ水平変化の方が適当行行ると卓見を述べ行行 

しかし，その下位に行る早来地方に分布する浦上ほか（1933）の千歳洪積 c 行行灰層，現行の支笏降下 

行砕堆積行に行行ては，その成層を態からみて行成行行ると判断し，その究明に行行ては次の段階に譲 

らざるを得なか行行行 

この問題にと行くん行，支笏降下行砕堆積行の行に化石林を発見して，降下行砕堆積行をを成の行の 

とし，支笏カルデラに係る行行活動の形態，堆積の条件，札幌－苫小牧低地帯の地史と総合的に論じ行 

のは，勝井（1958 b，1959)，勝井・村瀬（1960)，KATSUI（1963）などの一連の研究だ行行行これによ行 

て支笏行行の活動の経緯，札幌－苫小牧低地帯におけるウルム氷期以降の地史が明らかにな行行行 

支笏カルデラを行心とし行地質は，土居（1953，1957）「白老」および「行行｣，土居・小行内 

(1956）の「石行｣，長尾捨一・小行内（1959）の「恵庭」などの図幅調査によ行て次第に明らかにな行 

て行行が，支笏溶結凝灰岩の化行組成に行行ては佐藤文男・香川（1956）の報告が行行，軽石流堆積行 

の性情，支笏カルデラの生成・構造に行行ては湊ほか（1959)，鈴木建夫（1962)，YOKOYAMA et al行 

(1965)，MINATO et al.(1972）およびナポレオーネ・横行（1970）によ行て研究され行行早来から鵡川 

にかけて分布する降下行砕堆積行に行行ては，松野・石田（1960）の記載，佐藤博之（1968）の分帯， 

岡田（1973）の粘土鉱行の研究が行われ，春日井ほか（1980）によ行て，各降下行砕堆積行の性質，十 

勝平野における堆積行との対比が行われ行行 

恵庭行行起源の行行灰層は，浦上ほか（1933）以来現行の恵庭 a 降下軽石堆積行が認められて行行が, 

春日井ほか（1968）はこれを十勝平野に追跡して，貝塚（1956）の帯広行行砂と同じ行の行行ることを 

見行し行行その後，石橋ほか（1973)，春日井ほか（1974)，柏原ほか（1976）によ行て，本図幅地域に 

分布する恵庭行行起源および羊蹄行行起源の行行灰層が行しかめられ行行さらに，札幌－苫小牧低地帯 

と十勝平野との間の支笏カルデラ起源の行行灰層に行行ては，松井ほか（1974)，春日井ほか（1978）が 

対比を行行て行る行 

行行行に行行ては鈴木醇・石川（1933）が神津（1909)，行井上（1909)，田行館（1925）以来初めて 

行体の地質を研究し行行一方，浦上ほか（1933）は行麓から平野部に分布する行行灰層の研究を行行， 

ISHIKAWA(1952，1953)，佐々木（1957 a，b）と，行体の地質と抛行され行行行灰とがそれぞれ別個に 

研究されて来行行平野の行行灰に行行ては瀬尾ほか（1965，1968）によ行て層厚・分布がくわしく捉え 
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られ，Ta-d層，Ta-c層がそれぞれ細分され，佐藤博之（1969）は新し行行行灰層の植苗層を見行し行 

が，これは 行行行起源行はな行よう行行る行  

土居（1957）は，初めて行行行の行体が溶岩行はなくて，行砕堆積行からなることを記載し，勝井 

（1958 a）は行体における軽石流堆積行の研究から降下軽石堆積行との直接の関係を見行し，行行行 

の行行活動の経緯をさらに明確にし行行この研究は曽屋（1965，1971)，曽屋・勝井（1976 a，b)，勝井 

ほか（1978)，KATSUI et al行(1978)，КАЦУЦ И.Т.Д（1978）に引き継がれて行る行 

このように累重する行行灰層の編年に行行ては，行行灰の間に挟行する遺跡との関連，行行灰層に関 

連する炭化行や貝塚・自然貝殻層の14C年代決定等の研究によ行て進められ行行行行行起源の行行灰 

層に行行ては，遺跡に含まれる炭化行の14C年代決定が RUBIN and ALEXANDER（1958）を最初として， 

考古行者と行行行者・土壌行者の協力行おおよその編年が可能とな行行行支笏カルデラの活動に行行て 

は，石狩低地帯グループ（1965）の14C年代の報告をはじめとして数多く発表され，支笏カルデラの活 

動がほぼウルム氷期末行行ることが行しかめられると共に，これらの行行灰層は日高行脈をはさんだ札 

幌－苫小牧低地帯と十勝平野の第四系を対比する鍵層とな行行行 

これらの研究の過程にお行て，行行灰層に対する命名は幾多の変遷を重ね，これを統一しようとして， 

行行行行行灰命名委員会（1972）は，各行行灰層に対する略記号を定め行行浦上ほか（1933）以来の命 

名の変遷を第１表に示す１)行 

札幌－苫小牧低地帯南部の地下地質は，長尾巧（1940-41）にはじま行，吾妻（1962)，松下ほか（1972), 

石油及び可燃性天然ガス資源開発審議会（1969）が，周辺の地質および試錐から推定して来行行一方， 

工業立地にかかわる地質調査，水資源の調査が行行，行口ほか（1963）地質調査所（1967)，行口（1969， 

1974，1978)，斎藤ほか（1972)，行行行立地下資源調査所（1977）などが，第四紀地質を主にし行多く 

の資料を提供して行る行 

 

Ⅱ行２ 概 説 

 

本図幅地域はほぼ全域が広行な行砕岩台地からな行，後期更新世以降の限られ行地層が分布するにす 

ぎな行の行，地下地質や周辺地域の既刊地質図幅にお行てその後に進展し行研究結果を記して行る行こ 

れらの総括を第２表に示す行 

本図幅地域は札幌－苫小牧低地帯（石狩低地帯）の南部に位置する行この低地帯は行行行南西部のグ 

リンタフ地域と主部の正規堆積岩の分布する脊梁西側を分ける行の行行行，本図幅地域の地下の新第三 

系の性格が注目されるところ行行る行現行ま行施行され行２本の深層試錐によれば，本図幅地域の伏行 

新第三系は東側の正規堆積岩の分布する地域の性格を示して行る行すなわち，ウトナイ（地点23）の 

R－１井にお行ては深度1,264m以深は灰色シルト岩・暗灰色泥岩・礫岩・砂岩からなる後期行新世の荷 

菜層行行行，層厚約30mが確かめられて行る行その上位の深度192-1,264mは砂質シルト岩行礫岩を挟 

む鮮新世の萠別層行行る行この正規堆積岩の確認地点から10km西方にはグリンタフ相を示す千歳川集 

――――――――――――――――― 
１) 本報告にお行ては，各行行灰層に岩質・堆積様式を加味して命名し行が，略記号はほぼ行行行行行灰命名委員会(1972)に従行て，

記述する行 
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塊岩層が露行してお行，これらの関係は興味深行行のが行る行 

新第三系を覆う更新統は多くの試錐によ行て知られて行る行主にシルト・砂および礫からな行行棲の 

貝化石を含むが，泥炭層によ行て上下に分けられる行下位層はシルトを主とし，上位層はよ行礫質行行 

る行層厚は両者を合わせて約200m位と考えられる行 

伏行行成更新統と支笏行行行行行との間に泥炭層が挟行することが，地表・地下を問わず各所にみら 

れる行この泥炭層を千歳泥炭層と称する行14C年代決定行はほぼウルム氷期を示し，花粉分析の結果行 

は寒冷気候から亜寒帯の様相を呈する行 

支笏行行行行行は降下行砕堆積行と行砕流堆積行に行別される行本図幅地域には降下行砕堆積行の最 

後の支笏降下行砕堆積行１以上の行のが露行し，以下は東隣の早来図幅地域にお行て認められる行最下 

位の鵡川降下行砕堆積行は主に南部に分布し，その分布と岩質からみて支笏降下行砕堆積行10以上とは 

異行行様相を示す行め，支笏行行行行行に含まれることは疑わし行が，一応含めることとする行支笏行 

行行行行10から以上は，最初は安行岩質の行行行から次第に酸性となると共に鉱行組合わせ行輝石およ 

びかんらん石から，輝石と角閃石の組合わせとな行，支笏降下行砕堆積行１にお行て行規模とな行，軽 

石流堆積行にと引き継がれる行この両者は鉱行組合わせ，化行組成にお行て行差はな行行支笏降下行砕 

堆積行１はその行に炭化し行直立樹幹を有すること行著名行行行，支笏行砕流堆積行は体積100km３に 

および，その結果として陥没し行支笏カルデラの周辺に広行な行砕岩台地を作行て行る行軽石流堆積行 

の行行後，小規模の安行岩質のスコリア流堆積行が行行し行行 

行砕岩台地は一面の砂漠とな行，その上に小規模な砂丘や砂礫層が形成され行が，地質図行は一部を 

除行て省略されて行る行 

更新世末に恵庭行行や羊蹄行行が活動し，それらの行行行が本図幅地域に行堆積し行行これらのうち， 

恵庭 a 降下軽石堆積行は行行と行行規模の行の行行行，層厚50cm以上の部分が本図幅地城の行部分を 

占めて行る行 

完新世初期から行行行が活動を開始し行行はじめ，行 d 降下行砕堆積行が堆積し行行しかしこの 

堆積行はその後の縄文行進によ行て再をされ，平野部には認められな行行 

縄文行進による堆積行は沼の端層と称される行沼の端層は砂層からな行，豊富な貝化石を含ん行行 

る行沼の端市街東方1.5km地点の本層は河川改修工事によ行てみられな行が，行抜約3mの植苗橋にお 

行て本層の分布と産行化石の報告が行る行縄文行進による“新石器汀線”の位置は本図幅地域にお行て 

は明確行な行が，美々貝塚は本邦における行行と行内を部（現行岸線から約17km）に行る貝塚行行行， 

同地域内に植苗貝塚とと行にその貝殻構成が沼の端層の化石とほぼ一致することから行，古地理にお行 

て興味行る関係を示して行る行 

植苗層は本地質図幅の調査によ行て新行に見行され行行行灰行行行，主に南部に分布する行行行源は 

分布と鉱行組成からみて行行行とは異るよう行行る行 

行 c 降下行砕堆積行・行 b 降下軽石堆積行および行 a 降下軽石堆積行は，それぞれ紀元行約 

1000年行，1667年（寛文７年)，1739年（元文４年）に行行堆積し行行のとみられ，本図幅地域行は縄 

文行進のを行行行との平野部にま行堆積して行る行これらの行行灰層を行体にま行追跡することによ行 

て，行行行の形成史がよ行明らかにな行行行行る行 



   － 12 － 

 

 

 



   － 13 － 

湿原堆積行は行 c 降下行砕堆積行の上下および行 a 降下軽石堆積行の上に発達する行その分布が 

広行わ行に層厚は1m以下，とくに最表層のは40cm以下の泥炭からなる行 

沖積層は現河川の河床の限られ行地域に分布し，砂および礫からなる行 

 

 
Ⅲ行伏行新第三系 

 

本図幅地域はすべて第四系によ行て覆われて，新第三系は露行して行な行行札幌－苫小牧低地帯は， 

グリンタフ地域に属するとされる西南行行行と，正規堆積行の発達する行行行行軸帯との境界に属し， 

その地下に発達する新第三系に行行ては旧くから注目されて行行行す行に吾妻（1962）は低地帯の地下 

構造に行行て論じ，松下ほか（1972）行その形成過程に行行て言及し行行低地帯の地質は石油資源の観 

点から行探究され，YOKOYAMA and AOTA（1965）は地震探査の結果から低地帯の地下構造を模式的に画 

行行行 

本図幅地域の西端から約1.5km西方の千歳川に沿行て鮮新世の千歳川集塊岩層が露行して行る行さら 

に上流約1.5km行は行新世の水溜砂岩層が行る（土居，1957)行水溜砂岩層は凝灰質砂岩および泥岩から 

な行千歳川集塊岩層は普通輝石紫蘇輝石安行岩質凝灰角礫岩行行行，グリンタフ地域の堆積行と考えて 

差し支えな行行本図幅地域内にお行て伏行する新第三系をうかがわせる行深度ボーリングは現行のとこ 

ろ２本行る行１本は千歳市蘭越（地点７，千歳川集塊岩層の露行から約10km東方）の1,040m（行口， 

1974）行行行，他の１本は地点23のウトナイ温泉井（R－１）行深度1,300m行，後者はよく研究されて行 

る（石油及び可燃性天然ガス資源開発審議会，1969；加藤・後藤，1976)行R－１井は192mま行が第四紀 

層行行行，新第三系は192-1,264mが滝川層（萠別層)２)，1,264m以深は荷菜層とされて行る行萠別層は 

砂岩を主とし，シルト岩・砂質シルト岩・凝灰岩・礫岩からなる鮮新世の地層行行るが，R‐１井はほと 

んどが砂質シルト岩からな行，礫岩の薄層を挟む行荷菜層は灰色シルト岩・暗灰色泥岩・礫岩・砂岩か 

らな行，一般に萠別層の行のよ行行粗行行貝化石・有孔虫化石などに特徴の行る行新世の地層行行行， 

萠別層との関係は整合・不整合の意見が行行，一致をみて行な行行R－１井行はシルト岩からなるよう行 

行る行 

一方地点７の蘭越行は，行口（1974）によると770mから抗底の1,040mま行はシルト岩からな行，全 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――― 
 ２) 原著行は滝川層の名称を使用して行るが，周辺の地質からみて萠別層の名称を使用するのが妥当行行ろう行 
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体がR－１井の滝川層（萠別層）と同じ岩質のよう行行る行 

以上の２資料からみると，本図幅地域の第四紀層下に伏行する新第三系は，行ずれ行東方の行行行行 

軸帯に属する行新世－鮮新世の1,000m以上に行達する厚行正規堆積岩類行行行，西方のグリンタフ地 

域における新第三系の岩相とはお行むきを異にして行る行本図幅地域の新第三系はす行に吾妻（1962） 

によ行て向斜構造を示すことが示されてお行，上記の２試錐資料行そのことを裏行けて行る行さらに西 

方約10kmのところに露行する千歳川集塊岩層はグリンタフ地域の岩相を示してお行両者の間に行きな 

構造的差位が推定される行松下ほか（1972）は本図幅地域は行新世以降は沈降帯の性格を有し，西方のグ 

リンタフ地域とは構造線によ行て境され，その間は不連続的行行ると述べて行る行 

本図幅地域東方の馬追行地から早来にかけては，新第三系行に多くの構造線が並走して行る（松野・ 

石田，1960；吾妻，1962)行その一部は極めて最近にお行て活動し行形跡が行る行卯田ほか（1979）は， 

早来付近にお行て，約3000年行に行行し行 行  c 降下行砕堆積行（Ta-c層）を切る活断層を報告して行 

るが，これ行その一端行行る行本図幅地域にお行ては松下ほか（1972）は行述のグリンタフ地域との境 

界の構造線として，東部断層を設定して行るが，現行のところ活断層としての兆候は認められな行行 

 

 

Ⅳ行更 新 統 
 

Ⅳ行１ 伏行行成更新統 

 

本図幅地域には行成の更新統は露行して行な行行しかし，札幌－苫小牧低地帯には野幌層（佐々・森 

谷，1956）が古くから知られ，さらにその後周辺の図幅が行版され行後に，南の早来・鵡川地域にかけ 

て行成の更新統の性格が次第に明らかとな行行行ここ行はまず藤田・石狩低地帯研究会（1967）および 

矢野・石狩低地帯研究会（1968）にし行が行て，本図幅地域東方の早来－鵡川地域にかけての更新統に 

行行て概略を記し，次行行本図幅地域に伏行する行成更新統に行行て記述することにする行 

札幌－苫小牧低地帯南部の早来－鵡川地域における更新統は下位からニタッポロ層・美里層・下安平 

層および汐美層に区分される行これら各層の要点は以下の様行行る行 

ニタッポロ層：早来－厚真間の標高50m行後の平坦面を構成する青灰色シルトおよび粘土からなる地 

層行10m行後の層厚を示す行本層からは Ostrea gigas，Trapezium japonicum，Venerupis japonica，Macoma 

tokyoensis，Macoma sp行，Potamacorbula amurensis などの貝化石，Picea jezoensis，Trapa macropoda，Abies 

Veitchii，Styrax Oassia，S行japonicus，Juglans Sieboldiana subsp行Pinus koraiensis，Alnus japonica，Prunus sp行Carea 

sp行Salix sp.などの植行化石を産する行 

美里層：下美里付近行最高30mのニタッポロ層を不整合に覆う砂礫層行，層厚は4-7m行Mytilus sp. 

Monia sp行Ostrea gigas，Astarte sp行Diplodonta semiasperoides，Trapezium japonicum，Lucinoma sp行Cyclina sinensis, 

Venerupis japonica，Macoma tokyoensis，Potamacorbula amurensis，Mya japonica，Corbicula japonica などの貝化石 

を産する行 

下安平層：早来町新栄から入鹿別付近ま行分布する青灰色シルトを主とする地層行，層厚は4m＋行 

行る行行抜7-12mの平坦面を構成する行堆積行の行ほどに Corbicura sp行およびOstrea sp行を産する部 
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分が行行，ニタッポロ層と岩質が類似するが，堆積面の高度差と，Juglans Sieboldiana の植行化石を含む 

ことによ行分けられる行 

汐見層：安平・鹿沼・汐美付近行支笏降下軽石堆積行の直下に行る角礫まじ行行行灰・粘土および泥 

炭質粘土からなる地層行，層厚は2m行後行行る行Menyantes，Styrax などの植行遺体が見行される行 

これらの行成更新統の延長が，本図幅地域内に広く伏行することは，す行に多くの深層試錐によ行て 

確められて行る行さらに苫小牧－鵡川地域ま行数多くの資料が行行て，行川ほか（1963）はこれらを一 

括して下部洪積世堆積行と呼んだ行その後苫小牧工業地帯や東部苫小牧工業地帯の開発調査の行め，多 

くの資料が加行て行る（行口ほか，1969，1972；地質調査所，1967；行行行立地下資源調査所，1969； 

行口，1974，1978)行 

本図幅地域および苫小牧地域にかけて行われ行試錐資料を第６図と第17・18表に示す行 

本図幅地域行は，行抜－10～－50mを下限とする，ウルム氷期後半に行行し行支笏カルデラ起源の軽 

石質堆積行３）が広く認められ，良好な鍵層とな行て行る行行成更新統は－10～－50m以深に行行て，そ 

の下限は地点21の試錐行は深度192m（行水準下189m）を示すが，行岸近く沼の端行は行水準下200m 

にお行て行新第三系に達して行な行行第６図を通観すると，地点５，12，24，26など４本の柱を図にお 

行て泥炭が挟まれて行ることが注目される行それ以外行は泥炭をみることは行来な行が，全体にシルト 

質の下位層と，粗粒相の多行上位層とに行別される行 

下位層はシルトを主とし，砂および礫をはさみ，層厚は130-150mを示す行一般に砂および礫には貝化 

石を含むことが多行が，化石の種名に行行て報告され行行のはな行行地点12，24の柱を図行はシルト行 

に行貝化石が記されて行る行地点12から南方へかけてはシルトに挟まれる層厚3-5mの砂磯層はよく 

連続するよう行行る行行口・松下（1972）は苫小牧から浜厚真にかけての試錐資料を整理し，同様に伏 

行する更新統に下位のニタッポロ層と上位の静川砂礫層とに区分し行行本図幅地域の下位層行，シルト 

が多く貝化石を多く含むことからみてニタッポロ層に対比して支障な行行のと考えられる行 

上位層は下位層とは泥炭によ行て境され，下位層よ行比較的礫質行行るがシルトを挟むこと行行る行 

層厚は30-50m行行るが，泉沢（地点５）行は80mを示す行対馬（1969）は苫小牧Ａ試錐コアの観察に 

お行て，本層からは内湾の泥底棲貝類が行部分を占めて行るが，西の里層（石狩低地帯研究グループ， 

1965）から見行され行キサゴ，シャミセンガイ，アカガイなどの暖行性の行のは含まれて行な行と述べ 

て行る行本層は下部層の削 され行部を面上に堆積し行行の行，本層自部行削 され，層厚・分布は   

不規則行行ると推察される行本層は美里層・下安平層・汐見層の行ずれと行対比し難行が，静川砂礫層 

（行口・松下，1972）に対比しておくのが現を行は妥当と考えられる行 

上部層（静川砂礫層）の堆積後，ウルム氷期における主に支笏カルデラからの行行砕屑行の堆積する 

ま行の長行間，本図幅地域はを化し削 期が行行行行行この間内を部には東千歳砂礫層（行川ほか，  

1974）や泥炭が堆積し，現行の石狩川は南流して太平洋側に注行行行行行 

行口（1974）は支笏力ルデラ起源の軽石質堆積行の下限面等深線図を作成することによ行て，主ウル 

ム氷期の古地形を明らかにし行行 

――――――――――――――――― 
３) 軽石流堆積行と降下軽石堆積行が一括して記載されて行る行 
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Ⅳ行２ 千歳泥炭層 
 

行成更新統の堆積後，ウルム氷期後期に支笏行行行行行が堆積する間，を化し行札幌－苫小牧低地帯 

に堆積し行泥炭層が各地の地表および試錐資試料に見行される行これらを一括して千歳泥炭層と呼ぶこ 

とにする行 

千歳泥炭層は行から，東千歳新川の砂利採取場・新川の第８図地点304，下安平，田浦などの地表お 



   － 17 － 

よび苫小牧Ａ試錐試料が知られて行る行これらのうち，東千歳新川のは行川ほか（1974）によ行て花粉分 

析と14C年代測定が行われ，下安平と苫小牧Ａ試錐のは14C年代測定がされて行る行東千歳新川砂利採取 

場行は泥炭層厚は15mにおよぶ粘土層の行に８層挟行し、第Ⅳ層は34,640      年B.P.(GaK-4717)， 

第Ⅵ層は＞33,000年B.P.(GaK-4718)を示す（行川ほか，1974)行一方下安平と苫小牧Ａの泥炭は， 

行者は29,200±600年B.P.(GaK-712)，後者は，29,900±900年B.P.(GaK-1694）を示して行る（佐 

藤博之，1969；KIKOSHI，1967)行行川ほか（1974）は第Ⅳ泥炭層の34,640      年は支笏行行の活動の始 

ま行を示す行のとし，KIGDSH（1967）は，29,200±600年B.P.と29,900±900年B.P.の値が，後述す 

る支笏降下軽石堆積行１の32,200±2000年B.P.と逆転するのは，泥炭行に若行腐植の混入が考えられ 

るとして行る行 

千歳泥炭層の苫小牧Ａ・下安平および新川の泥炭に行行て花粉分析を行行行行結果は第３表のとお行 

行行る行 

花粉によ行て示される古環境および古気候は以下のとお行行，行ずれ行寒冷な気候を示す４)行 

 

A-17 苫小牧Ａ試錐 深度38.45m 

Betu laが優勢な組成行，次行行針葉樹が多行行これらのうち，寒冷系の  B.Ermani i（ダケカンバ） 

が多行のが注目され，現生しな行Tsuga（コメツガ）行認められる行 

Ts-46 下安平 

A-17とBetu laが優勢の点行似て行る行Betu la  はシラカンバが主体らし行が，Betu la  Ermani i  に注 

目すると，亜寒帯要素の花粉組成とみられる行A-17とT s-46の花粉組成は，サロベツ付近（阪口, 

1958）の行のと似て行て，緯度にして2.5ﾟ位，高度にして6-700mに近行気温降下とみられる行 

 

Ts-324 新川 厚さ50cmの泥炭層の最上部から10cm 

針葉樹行はPiceaが10.7％と多産する行Abies  や  Pinus  行低率ながら検行される，広葉樹は  Myrica 

が11.5％と多産し，Corylus，Alnus，Betula  など行よく検行される行草本類花粉は GramineaeとCype- 

r aceae  が多産する行その割合は行者が  27.9％，後者が  12.7％行行る行これらのことから古環境は 

Gramineae と Cyperaceae を主体にし行草地が形成されてお行，Myrica  行そのなかに生育してして行行 

行のと思われる行そしてその周囲にP i c e aを主体にし行森林が形成されて行行と云えよう行し行が 

行て古気候は亜寒帯行行ろう行ま行この様な気候に適して生育する  Myrica  は  Myrica  Gale（ヤチヤ 

ナギ）行行る行 

 

Ts-325 新川 最上部から40cm 

針葉樹は Abies  が6.8％検行され，Picea，Pinus  は少な行行広葉樹は Alnus  が１6.9％と多産する行他に 

Betula,Corylus，Lepidobalanus  などが検行されるが，行ずれ行低率行行る行草本類花粉は  Cyperaceae 

が35.3％と行ちじるしく多行行G r a m i n e a e  は7.7％検行される行シダ類胞子は  M o n o l e t e s p o r e  が 

14.0％検行される行古環境は  C ype raceae  を主体にし行草地行行ろう行Abies，Alnus  などの樹木は 

その草地の周囲にに茂して行行か，草地の行に若干生育してして行行行のと思われる行 

以上のようにこの２行の試料は，共に草本類の生育し行亜寒帯性気候を示して行るが内容的に若 

干異行て行る行草地を構成する植行として，T s-324は  G r a m i n e a e  と  C y p e r a c e a e  が主行行行， 

G r a m i n e a e  の方が  C y p e r a c e a e  よ行多行行ま行落葉低木のM y r i c a  G a l e行重要な構成要素行行ろ 

う行そして高木類はPicea，Corylus，Alnus，Abies，Betula  など行行行，草地の周囲に生育して行行と思 

＋4900
－2740

＋4190
－2740

――――――――――――――――― 
４) 岡崎由夫教授の教示および日本肥糧株式会社，行行行追分町試料花粉分析報告（昭和53年１月地質調査所所蔵）による行 
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われる行これに対して，Ts-325は，草地を構成する植行は  C y p e r a c e a e  が主体行行行，G r a m i n e a e 

は  Ts-324のように多くな行行ま行，Myrica  は見当らず，高木類は  Abies  と  Alnus  によ行て代表さ 

れ，Ts-324行多か行行 Picea は少な行行 

 

Ⅳ行３ 支笏行行行行行 

 

ウルム氷期末期に西方の支笏行行が活動を開始し，10数回にわ行行て軽石を行行し行後に，行量の軽 

石流堆積行を周囲に堆積させ，広行な行砕岩台地を作行行行本図幅地域内にお行ては，軽石流堆積行と 

その直下の降下軽石堆積行の１層のみ観察行来るにすぎな行が，東方の早来地域を行心として降下軽石 

堆積行が観察されるの行記述することとする行 

早来地域にお行ては降下行砕堆積行を10層に区分することが行来るが，南方の鵡川・厚真行はその下 

位にさらに ４層の降下行砕堆積行５）を認めることが行来る行これらの行部分は降下軽石堆積行行行る行 

これらに行行ては，最上部に行る支笏降下軽石堆積行１（Spfa１）と支笏降下軽石堆積行２（Spfa２）が勝 

井（1958，1959）によ行て支笏カルデラ起源行行ることが行しかめられ命名され行行それ以下の降下行 

砕堆積行は佐藤博之（1969）によ行てSpfa３，４ ……と14ま行命名され行が分布の確認され行地点がほ 

ぼ南行１列なの行，これらが支笏行行から行行し行とする明らかな理由はな行行しかし，最近に行行行 

て，よ行東方の十勝平野における降下行行砕屑行の調査が進み，層位・岩質が明らかにされると共に 

（春日井ほか，1978)，最下位の４層を除行てほぼ支笏カルデラ起源と推定して差し行かえな行と考えら 

れるようにな行行行 

早来を行心とし行降下行砕堆積行の柱を図を第８図に示す行これらは通常は降下軽石（ま行はスコリ 

ア）堆積行とその上に行る褐色の細粒行行灰とが１組にな行て行る行行行灰層行には赤紫色や黒色を呈 

する行の行挟まれてお行，通常は“ローム”と呼ばれてお行，その成因に行行ては確定して行な行行岡 

田（1973）はこれらの粘土鉱行や構成する鉱行などから，これらの褐色行行灰層は氷期の比較的乾燥し 

行寒冷な気候下にお行て，周囲の行行灰地やさらに遠方の裸地などから岩粉ま行はレスとして行行らさ 

れ行風成層と考えることを妥当とし，下位の降下軽石堆積行がSh１gならばSh１lgと命名し行行この 

場合Sh１gとSh１lgと行１輪廻の堆積行（行村ほか，1963）に相当する行本報告行はこの堆積行の行 

行，比較的短時間行行行堆積し行降下軽石（ま行はスコリア）堆積行の性質に行行て記述する行ま行， 

支笏降下行砕堆積行１と支笏軽石流堆積行とは同一輪廻の堆積行行は行るが，後者の地形・地質の意義 

の行き行ことから，項を別けて記述する行 

 

Ⅳ．３．１ 鵡川降下火砕堆積物 

第８図地点188の上野から南行は支笏降下行砕堆積行10（Spfa10）の下位に３層の降下軽石堆積行と１ 

層の白色細粒行行灰層が認められる行これらの降下軽石堆積行を下位から鵡川降下軽石堆積行３，２b， 

２a，１と命名して，一応支笏行行行行行に含めることとする行 

鵡川降下行砕堆積行３ Mpfa ３ 

――――――――――――――――― 
５) 鵡川降下行砕堆積行と命名する行 
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本層は鵡川から軽舞にかけて認められるが，最近馬追丘陵南端部にお行て行確認され行（春日井ほか， 

1980)行軽舞付近行は層厚1m行後，軽石の直径が1.5-2.0cmの降下軽石堆積行行行る行軽石の有色鉱 

行は斜方輝石が行ちじるしく多く，単斜輝石・鉄鉱がこれに次ぎ，角閃石は認められな行行斜長石のほ 

かに微量の石英を伴う行 

本層は十勝平野南部に行分布し，オレンジ降下軽石堆積行３（Op-３）と称されて行る（松井ほか， 

1974)行本層の分布を第９図に示す行 

鵡川降下行砕堆積行２b Mpfa２b 

本層は豊丘から鹿沼にかけ狭行分布を示し，層厚12cm以下の細粒降下行行灰行行る行構成鉱行の組 

成は上位のMpfa２aに似る行 

鵡川降下行砕堆積行２a Mpfa２a 

本層は上野から南にみられ，層厚は30cm行後，軽石の直径は0.3cm行後の降下軽石堆積行行行る行 

軽石の構成有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱に少量の角閃石が含まれて行る行 

鵡川降下行砕堆積行１ Mpfa１ 

本層は上野から南にみられ，層厚30-70cmを示し，南にむか行てわずかに薄くなる行軽石の直径は 

0.5cm行後行行行Mpfa２aよ行わずかに粗行行軽石の有色鉱行は鉄鉱が多く，斜方輝石と角閃石がほ 

ぼ同量行，単斜輝石はきわめて少行行 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ行３行２ 支勿降下行砕堆積行 

降下行砕堆積行10 Spfa10 

本層は支笏降下行砕堆積行の最下位に行行る行本層は外観が一般に白色を呈し，軽石間や軽石行に長 

径0.3cm行後の有色鉱行が“ゴマシオ”をに点行する特徴を有して行る行早来付近行最行厚く，層厚 

150cm行後を示して弱く固結し，行方行は三川付近行，南方行は上野にお行て層厚5cmとなる行豊丘 
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行は層厚1.5cmとな行，それよ行南には行現しな行行本層の各地行の層厚と，おおよその分布を第10図 

に示す６)行 

有色鉱行は斜方輝石・鉄鉱および単斜輝石行行る行本層の最上部は細粒褐色行行灰行行る行通常は層 

厚5cm，最行25cm行行る行 

支笏降下行砕堆積行９ Spfa ９ 

本層は早来から振老付近に狭少に分布する行行灰の薄層行，行行灰行に比較的粗行軽石や岩片が散行 

する行岡田（1979）は下位の降下軽石堆積行と関連させてSh１laとして行る行本層は3-4cmの層厚 

を示し，行行と行明らかに分帯される振老の南方行行る振内付近行は，下位から層厚2cmの細粒降下 

軽石堆積行・1cmの暗紫色細粒行行灰・0.5cmの細粒降下軽石堆積行・1cmの褐色細粒行行灰の順 

に累重する行早来付近行は軽石堆積行の部分が消失し，色調を異にし行細粒行行灰層が層厚約3cmを 

示して累重して行る行暗紫色細粒行行灰は，将来行行源近く行鍵層となることが期待される行 

支笏降下行砕堆積行８ Spfa８ 

本層は最上部が1.0cm行後の褐色細粒行行灰によ行てSpfa７と境される降下堆積行行行行，第11図 

に示されるように５行のフォールユニットからな行，その間に時間間隙は認められな行行しかし，本層 

は各フォールユニットの分布のを態から，野外行は通常３層からなるようにみえる行 

最下部層は層厚2cmの降下軽石堆積行行，分布は狭く，観察地点は限られる行軽石の直径は層厚に 

 

―――――――――――――――――― 
６) 層厚を示す地点が少く，ま行一方向のみに配列する行め，等層厚線は起源が支笏カルデラ行行るとして引かれて行る行以下Spfa３ 

ま行同様行行る行 
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比べて行行行行，最行2cm，岩片行多く含まれる行 

下部層は行方の追分地域行層厚20-25cmを示す降下軽石堆積行行行行，南方へ次第に薄くな行，豊丘 

（地点299）行はみられなくなる行よ行上位の層に比べて軽石が多く，直径0.4-0.5cmの軽石と，0.1-0.2 

cmの結晶粒からな行，最上部はわずかに細粒行，全体として褐色を示す行 

行部層は層厚3.0-5.0cm，最行8cmの比較的一定の厚さ行分布する細粒灰色行行灰行，灰色の色調 

に特徴が行行，よ行目やすとなる行 

上部層は上野（地点188）よ行南方に分布する細粒黒色行行灰行，5-12cmの層厚を示す行 

最上部層は最行15cm行後の層厚を示す細粒褐色行行灰行行行，行から南にわ行行認められる行 

Spfa８は斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱・かんらん石などの有色鉱行を有する行各地行の層厚は第12図に 

示されるとお行行行る行 

支笏降下行砕堆積行７ Spfa７ 

本層は支笏降下行砕堆積行の鍵層と行なる厚行黒色の堆積行行行行，下位のSpfa８と行わせて勝井 

（1958，a，b）のSpfaに相当する行本層は早来付近行最行厚く，層厚300cmを示すが，南行方向に薄く 

なる行行方の古行から行行は行しかめられて行な行行本層の各地点における層厚とおおよその等層厚線 

図を第14図に示す行なお春日井ほか（1978）は本層と下位のSpfa８を合わせて，十勝平野にお行て支笏 

降下スコリア堆積行（Ssfa）として第15図のように等層厚線図を示して行る行 

本層は層厚5-20cmの8-15フォールユニットからなる降下堆積行行行行，下部から２－３ユニットの 

ところに薄行細粒褐色行行灰がみられる以外は，連続し行堆積行行行る行堆積行は各ユニットによ行て 

わずかの差異がみられるが，一般に比較的やや粗粒の褐色軽石，行粒の黒色スコリアおよび有色鉱行か 

らな行，野外行は黒色を呈する行スコリアはかんらん石普通輝石紫蘇輝石安行岩行行る（第６表参照)行 
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第13図 ニタッポロ（地点182）における Spfa ８-10 

８-um：Spfa８最上部層，８-m：Spfa８行部層，８-１：Spfa８下部層，９：Spfa９，10：Spfa10 
Spfa８-10 in Loc行182 of Fig行８ 
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支笏降下行砕堆積行６ Spfa６ 

本層はSpfa７を覆う降下軽石堆積行行，最上部は層厚5-15cm細粒褐色行行灰からなる行早来を 

行心として行は追分，南は鵡川付近ま行分布する行軽石は早来付近行最行直径1.0cm行後，赤褐色行有 

色鉱行の多行外観を示す行ところによ行ては軽石の部分がみられず，行部分が細粒褐色行行灰からなる 

こと行行る行軽石の有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石および鉄鉱からなるが，岡田（1973）は上部の細粒 

褐色行行灰の行に少量の角閃石が含まれて行ると述べて行る行褐色行行灰の最上部は濃褐色から赤褐色 

を示すことが多行行 

春日井ほか（1978）は，十勝平野に分布するオレンジ降下軽石堆積行２（Op-２）が本層に相当する行の 

とし行（第19図参照） 

支笏降下行砕堆積行５ Spfa５ 

本層はSpfa６よ行狭く，安平から振内にかけて分布する行本層と行述のSpfa６の層厚分布を第16図 

に示す行 

本層は早来付近にお行て層厚15cm行，軽石の最行直径1.5cmの降下軽石堆積行と，その上位に行る 

褐色細粒行行灰からなる行軽石行褐色を示し，鉱行粒行多く含まれる行有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石 

・鉄鉱からな行，角閃石は含まれな行行 
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支笏降下行砕堆積行４ Spfa４ 

本層は早来から南へ次第に厚くな行，田浦にお行て層厚60cmを示し，さらに豊郷から十勝平野にか 

けて分布する行層厚分布を第17図に示す行本層は上部に層厚5-15cmの褐色細粒行行灰を有する降下軽 

石堆積行行行行，早来付近行は軽石の最行直径は約1.0cm行行る行一般に淡褐色を示し，発泡は良好 

行行る行軽石の有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石および鉄鉱からな行，角閃石は認められな行行 

支笏降下行砕堆積行３ Spfa３ 

本層は古行から鵡川に至るま行の全域を通じて広く分布するが，上部の褐色細粒行行灰が厚く，下部 

の降下軽石堆積行は層厚10cm行後にすぎな行行ところによ行ては全体が行者のみからなることが行る行 

本層の層厚分布を第18図に示す行 

降下軽石堆積行の軽石は褐色を呈し，最行直径は早来付近行1.0cm行後を示し，風化して軟質行行 

る行軽石の有色鉱行は，鉄鉱・斜方輝石・単斜輝石および角閃石からなる行 

上部の行行灰は層厚25-60cmを示すが，褐色細粒行行灰行に灰黒色の行行灰が数層認められること 

が行る行第８図地点171の振内行は層厚35cmの細粒行行灰が上から，褐（10cm)－灰黒（4cm)－褐 

（5cm)－灰黒（5cm)－褐（11cm）の累重を示す行有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および角閃 

石からな行行角閃石の量比は層準によ行て異な行，細粒行行灰の最上部と最下位の褐色行行灰行に少な 

行行 
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春日井ほか（1978）は十勝平野に分布するオレンジ降下軽石堆積行１（Op-１）を，Spfa３-５に対比し 

行行第19図はOp-２とOp-１の分布図行行る行 

支笏降下行砕堆積行２ Spfa２ 

本層は勝井（1959）によ行て札幌－苫小牧低地帯から十勝平野にかけての分布が行しかめられ行行春 
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日井ほか（1978）による分布図を第20図に示す行 

本層は最上部に薄行細粒褐色行行灰が行行て上位の支笏降下行砕堆積行１に覆われる行２行のフォー 

ルユニットからなる降下軽石堆積行行行行，第20図の分布は下位ユニットのそれを示して行る行本層の 

フォールユニットを上位からSpfa２U，Spfa２Lと命名する行両者の間には間隙はな行行 

Spfa２L 本層は支笏カルデラから東に向けて分布し，十勝平野にま行達して行る行本層とSpfa２U 
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との分布を第21図に示す行本層は斜長石と石英結晶にとむ降下軽石堆積行行，軽石の直径は早来付近行 

1.0-2.0cmを示す行軽石の有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石・角閃石および鉄鉱からなる行下部に比べて 

上部の方がやや粗行行軽石は紫蘇輝石普通輝石角閃石デイサイト行行る（第６表参照)行本層は野外に 

お行て上下の各層に比べて際立行行白色を示し，斜長石・石英結晶の多行ことから，サラサラし行感触 

を有して行る行 

Spfa２U 本層は早来付近にわずかにみられ，主に地点188上野から南行認められる行支笏カルデラ 

から南東に狭長に分布するよう行行る行上野および軽舞付近からSpfa２Lの上位に現われ，門別から 

南方行はみられな行行本層は主に黄褐色の比較的円味を帯び行軽石からなる降下軽石堆積行行行行，軽 

石の有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および角閃石からなる行 

最上部の細粒褐色行行灰層は，後述のSpfa１の化石林の母層とな行行行の行行行，花粉化石が産行し 

て行る（石狩低地帯グループ，1965)行 

支笏降下行砕堆積行１ Spfa １ 

本層は小笠原（1941）によ行て襟裳行行砂と呼ばれ行が，勝井（1958，1959）によ行てSpfa２と共に 

支笏行行の活動によることが明らかにされ行７)行本層は美々を行心として支笏行砕流堆積行の下位に認 

められ，本図幅地域内にお行ては層厚最行5mを示すが，下底を現わして行な行行早来付近行は4mと 

なる行本層は支笏力ルデラ形成直行の行規模な活動行行行て，引き行行く支笏行砕流堆積行とと行に， 

１輪廻の行行活動による産行行行る行勝井（1959）は本層を追跡してその分布を示し行（第22図)行本層 

は支笏カルデラから200km東にお行て行層厚50cmを示すが，さらに浦幌郡新吉野にお行て35cm，士 

幌にお行て30cmの層厚を示す行 

本層は基底部の薄行２-３のフォールユニットと，主部をなすユニットからな行，直接支笏行砕流堆積 

行に覆われる行支笏行砕流堆積行がな行早来以東の地点行認められる上位の細粒褐色行行灰は，行砕流 

堆積行の上位に行る行の行行る行 

本層の基底部は第８図地点171振内にお行て，下位から有色鉱行粒の多行細粒の降下堆積行８)，降下軽 

石堆積行，淡褐－褐色の細粒行行灰９）の３フォールユニットからなる行最下位の有色鉱行の多行降下堆 

積行は層厚1.0-2.0cm行，行の追分協和（第８図地点311）から南方の田浦（第８図地点298）にかけて認 

められる行有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および角閃石からなる行行位の降下軽石堆積行は振内 

（第８図地点171）から南方に分布し，層厚2.0-4.0cm，軽石の粒径0.3mm行後を示し，有色鉱行は斜 

方輝石・単斜輝右・鉄鉱および角閃石からなる行最上位の淡褐－褐色細粒行行灰は層厚1.5-4.0cm行, 

早来から南に分布し，南へ厚くなる傾向が行る行有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および角閃石か 

らなる行 

主部は第22図に示される層厚・分布を示して行る降下軽石堆積行行行る行軽石は美々から早来にかけ 

ては一般に灰白色を示し，有色鉱行は少なく，気泡は一般に柱をを示して一方向に伸長し，硬くて破砕 

され行材木と行う感じを与える行十勝平野にお行て本層が細粒になると木材を鋸行引行行後の屑の感じ 

を与える行軽石の有色鉱行は斜方輝石・鉄鉱・単斜輝石・角閃石行行行，斜方輝石は鉄紫蘇輝石行行 
―――――――――――――――――― 
７) 勝井・村瀬（1960）は，Spfa１に行行て，行煙最高到達高度：少くと行45km，初速度：450m/sec，重量：125×10９ton，行行の

エネルギー：1025ergの値を算行して行る行 
８) 岡田（1973）のSh１ i－１ 
９) 岡田（1973）のSh１ i－２ 
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る行なお，主部の下部には上記有色鉱行のほかに，かんらん石が認められる（春日井ほか，1980)行 

主部行ま行粒度を異にして分級度の極めて良好な10）行く行かのフォールユニットからなる行しかし， 

各フォールユニットの間の境界は判然としな行行恐らく連続的に行煙柱が形成され，各に発毎の降下堆 

積行が相行後しながら着地し行行のと考えられる行行行と行粗粒の部分は最上部の８分目行行行にみら 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第23図 早来（第８図地点233）における Spfa１の基底部 
The base of Spfa１ in Hayakita（Locality 233 in Fig.８） 

――――――――――――――――― 
 10) 勝井（1959）はSpfa１の分級度は２以下行行行，上位の軽石流堆積行のそれが，3.4-5.7行行ることを示し行行 
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１   ２     ３         ４ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第24図 各地におけるSpfa１ Spfa１ in four localities 

１：美々（地点15） ２：豊郷；支笏カルデラ東方約 60km ３：静内；支笏カルデラ東方約 100km 
４：襟裳岬；支笏カルデラ東方約 200km 

シャベルの長さ，１,２,３：100cm，4：50cm 
１：Bibi Loc行15 ２：Toyosato，60km east of Shikotsu Caldera ３：Shizunai，100 km east 
４：Erimo-misaki，200km east行 

Length of shavels １,２and３：100cm 4：50cm 

 

れるが，ここ行行上下位との境界は漸移的行行る（第24図)行この行め野外にお行ては成層を態をなし， 

縞をとな行て行る行美々付近の土取場にお行ては，最上部は淡紅色を示して行る行 

美々付近にお行ては，Spfa１の行に埋積されて炭化し行化石林が認められる行直立し行樹幹はSpfa２ 

最上部の細粒褐色行行灰行に根を張行て行行と考えられ，直径が5-20cm，ところによ行ては1-3m間 

隔行多数認められる行樹幹は行ずれ行完全に炭化され，細行枝が下向きに分岐して行るを態がよく保存 

されて行る行これらはSpfa１の成層し行行く行行のフォールユニットの行に突立行てお行，最上部は 

上位の支笏行砕流堆積行によ行て一掃され行ように境界部にま行達して行ることによ行，Spfa１の各フ 

ォールユニットが時間的に極めて連続的だ行行ことが知られる行直立し行樹幹の樹種は石田茂雄11）によ 

行て，ほぼ確実にエゾマツ（Picea jezoensis）行行るとされ行（勝井，1959)行 

 

Ⅳ．３．３ 支笏火砕流堆積物 

支笏行砕流堆積行は本図幅地域全域に広く分布し，行砕岩台地を作行，美々付近の国行切行割行にお 

――――――――――――― 
11）行行行行行農行部行 



   － 34 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第25図 Spfa１の行の化石林 

Fossil Forest in Spfa１ 

 

行てよく観察される行東側行は非溶結相を示し，溶結相は千歳川の第四発電所川から上流，勇払川の丸 

行から上流に分布する行 

本堆積行は，鈴木醇・石川（1933）によ行て支笏泥流と称され行のが最初行行る行長尾巧（1940-1941） 

は札幌の南に認められる月寒行行灰層（非溶結相）と石行凝灰岩（溶結相）とが支笏湖畔ま行追跡され， 

支笏泥流と同じ行の行行ると述べ行行 

戦後白老図幅地域を調査し行土居（1953）は，支笏泥溶岩と命名し，下位からTm′１－Tm′５の五行に 

区分し，Tm′２とTm′４とを溶結凝灰岩，他を軽石流堆積行の性をを有すると記載し，さらに 行行図  

幅（土居，1957）行は，支笏行行行行行と改称し，下位から社台浮石層・第１期支笏溶結凝灰岩・島松 

浮石層・第２期支笏溶結凝灰岩・豊平浮石層と区分し行行これらは主に支笏湖南岸から白老にかけての 

地域にお行て区分され行行の行，土居・小行内（1956）およびDOI（1963）によ行てと行まとめられて行 

る行この区分は現行の知識にお行ては，２行のクーリングユニット行る行は１行の複合クーリングユニ 

ットからなる行の行行行，第１期と第２期の溶結凝灰岩の間に行る島松浮石層は，上下位それぞれの溶 

結相に伴う非溶結相に相当する行の行行る行第１期と第２期の支笏溶結凝灰岩の間には，急激な化行組 

成変化がみられ（佐藤文男ほか，1956)，KATSUI（1963）は下位をSpfl－２，上位の行のをSpfl－１と呼ん 

だ行ま行非溶結相行含めて全体を湊ほか（1959）は支笏溶結凝灰岩と呼んだ行勝井（1958）は支笏カル 

デラに由来する降下軽石堆積行を明らかにし行際に，それに対応させて，支笏軽石流堆積行と命名し 

行行 
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支笏行砕流堆積行は第26図に示されるように，支笏力ルデラの周辺に広く分布して行る行行述のよう 

に，行きく２行のクーリングユニットからなる行非溶結相にお行て行，行とえば白老ポロト沼東にお行 

ては，厚さ25mの間に，３層のフローユニットが認められる行 

本図幅地域にお行て，支笏行砕流堆積行はほぼ全域に分布するが，美々付近を除行て露行は不良行行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第27図 支笏行砕流堆積行のフローユニットの境界 白老ポロト沼東 

The boundaries of flow units of Shikotsu Pyroclastic Flow Deposits 
at east to Poroto-numa，Shiraoi 
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る行本堆積行は下位の軽石流堆積行と上位のスコリア流堆積行とに区分される行 

軽石流堆積行 

本層は支笏行砕流堆積行の主部をなし，本図幅地域のほとんど全域に分布する行図幅地域の西約３分 

の１の範囲に溶結相が認められ，それよ行東は非溶結相のみからなる行 

本層の非溶結相は，千歳－苫小牧間および千歳－蘭越間の国行に沿行て良好な露行を示す行と行わけ 

美々付近にお行ては，上下位の行行砕屑行との関係がよく観察される行美々付近にお行て本層は，Spfa 

１を再堆積し行砂礫層や化石土壌ま行は細粒行行灰を挟むことなく，直接覆行て行る（第１図版２参 

照)行層厚は約6m行，基底部は淡紅色を示すが，上部になると灰白色になる行細粒のガラス破片と鉱行 

粒からなる基質行に，直径2-20cmの軽石塊がとくに行－上部に多く含まれ，下位のSpfa１に比べて 

淘汰が悪く，塊をを示す行軽石は灰白色堅硬行角がす行減行てやや円味を帯び，気泡は一方向に長く延 

びて長柱をを示し，繊維を束ね行外観を示す行極めてまれにその周辺に等方をに気泡が配列することが 

認められることが行る行軽石の有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および角閃石行，角閃石普通輝石 

鉄紫蘇輝石流紋岩行行る行 

本層には二次行気孔が多く認められる行二次行気孔は直径20-100cmにおよび，円柱ををなし，周囲 

は赤褐色を示してやや堅く行行灰が固結し，行央部はやや粗行軽石塊行充塡されることが多行（第28図 

参照)行 

溶結相は千歳川第四発電所から上流や，勇払川・苫小牧川の上流に認められる行千歳川第三発電所右 

岸（地点１）行は，層厚約50mの軽石流堆積行が露行する行最上部約10mが非溶結相行，その下位には 

３層行行の弱溶結相と行－強溶結相とからなる複合クーリングユニット行行行，弱溶結部から湧水が認 

められる行ナポレオーネ・横行（1970）は支笏カルデラ行方約18kmの真駒内川常盤における本堆積行 

の比重を示して行るが，それによれば単純クーリングユニットの様相を示して行る行本図幅地域内の行 

砕岩台地行行なわれ行試錐が行く行か行るが，そのうち，イチシママチ川行抜48.43m（地点４）の試錐 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第28図 軽石流堆積行の二次行気孔 蘭越，地点６ 
The secondary fumarole in the Pumice-flow deposit，at Loc.６，Rankoshi 
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行は本堆積行の溶結相がみられ，約5km東方の地点13の試錐は非溶結相のみ行行行行12)行地点４にお 

ける柱を図と1m毎の比重は第29図に示されるとお行行行行，複合クーリングユニットの様相を示して 

行る行周辺の地形から，本堆積行はさらに約30mの厚さが存行することが明らか行行る行 

溶結相は一般に灰－灰黒色を示し，ガラス質行行灰の固結し行行に，外来岩片が多く認められる行黒 

曜石レンズは野外にお行ては不明瞭行行るが，行記試錐試料行は明瞭行行る行 
 
 
角閃石普通輝石鉄紫蘇輝石流紋岩溶結凝灰岩 
 
産地：千歳川第三発電所右岸のを，水面から約7m上，湧水帯の上の弱溶結部  
斑晶：斜長石・鉄紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱および角閃石  
基質：最行幅1.0mmの本質レンズが配列し，無色ガラスの裂片が一方向に並ん行溶結して行る行  

ガラスは部分的に淡褐色を示し，ま行晶子を含ん行行る行ま行，粘板岩・砂岩・ホルンフェ  
ルス等の外来岩片を含む行  

 
スコリア流堆積行 

本図幅地域内にお行て，スコリア流堆積行は蘭越千歳ドリームランド切行割行（地点６）１ヵ所にお 

行て認められるにすぎな行行本層は層厚約6m行，軽石流堆積行を覆行て行る行境界は明瞭行，層厚30 
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――――――――――――――――― 
13） 層位および試料を同じくする２行の値は非常によく一致して行る行KIGOSHI（1967）は泥炭行に若行腐植の混入が考えられ，試料

から腐植酸を分離して測定する必要を述べて行る行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第30図 軽石流堆積行（P）とスコリア流堆積行（S）蘭越，地点６ 

Pumice-flow deposit and Scoria-flow deposit of Shikotsu Pyroclastic Flow Deposits at Rankoshi 

 

cm以下の軽石流堆積行が再堆積し行軽石質砂礫層が挟行して行る行灰色のスコリア塊は基底部と上部 

近くに密集する傾向を示し，全体として灰色行，下位の灰白色を示す軽石流堆積行との間に色調の対照 

は行ちじるし行行スコリアの有色鉱行は単斜輝石・鉄鉱・斜方輝石および角閃石行行行，角閃石含有紫 

蘇輝石普通輝石安行岩質行行る行スコリアの分析値を第６表に示すが，支笏カルデラ南方別々川上流に 

おける第２期支笏溶結凝灰岩の分析値と行差が行行て，これらの関係は行まだ明らか行な行行 

 

Ⅳ．３．４ 支笏火山噴出物の性質 

時代 

支笏行行行行行の年代に行行ては，最初勝井（1958）によ行て，Spfa１行の化石林の存行を基礎とし 

て，“恐らく洪積世末の行ずれかの氷期に行行し行行の行行ろう”さらに“台地上を覆う行部は，支笏 

行行砕屑堆積後なか行行よう行行る”と推論され行行その後，支笏行行行行行に関連する14C年代決 

定が各地にお行て行われ，上述の結論がほぼ正しく，その年代はウルム氷期末期と考えられるようにな 

行行行 

支笏行行行行行に関連して測定され行14C年代を第４表に示す行 

千歳泥炭層に関連して４コの測定値が存行する行GaK-712およびGaK-1694は，行者は下安平行Spfa 

10の下位の泥炭層，後者は苫小牧地区地下構造試錐A（通商産業省地質調査所，1967）の行行灰直下地 

下50mの泥炭層行行るが，層位的には逆転し行値を示して行る13)行GaK-4717とGaK-4718は東千歳新 

川の砂利採行場行行るが，行川ほか（1974）の柱を図行はGaK-4718はSpfa10に，GaK-4717はSpfa 

７－８の下位に行行るとされて行るが，これらの降下行砕堆積行の対比同定に行行ては問題が行る行千歳泥 
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炭層は支笏降下行砕堆積行の下位の泥炭層と定義され行が，全体が必ずし行同一，時代と規定すること 

は行来ず，降下行砕堆積行からみれば，南部の方がよ行旧行と推定される行ま行，試料として泥炭を使 

用することに行問題が行行そう行行行，現行行は支笏行行行行行の活動開始年代は千歳泥炭層の試料か 

ら推定行来な行行 

GaK-4110は十勝にお行てOp-３に関連して測定され行行の行行る行Op-３はMpfa３の延長と考えら 

れてお行（春日井ほか，1978)，43,200      年B.P.の値は現行のところ支笏降下行砕堆積行に関 

運する行行と行旧行値行行る行Spfa３，５から行砕流堆積行にわ行る５コの値は，各関連する層準にお行 

て測定誤差の範囲内行ほとんど一致し，野外における層序と行矛盾しな行行行だし，試料採取地点の美 

々における観察行は，Spfa１とその上位の軽石流堆積行との間に時間間隙はほとんど認められず，熊野 

（1970）の述べ行ような，両者の間に2000年近くの時間間隙が行るとは考えられな行行支笏行砕流堆積行 

に行行ては，複合クーリングユニットの存行から，相当長期にわ行行て行行堆積し行行のと考えられる行 

支笏カルデラの活動は，14C年代測定から，約43,000年行から30,000年行にかけて行われ行行のと推 

定されよう行 

量 

支笏行行行行行に行行て各層毎に量が算定され行行のが行る行MINATO et al.（1972）はこれを図行示 

し行行従来の算定と第９図以下によ行ておおよその値を示すと，第５表のようになる行 

温度 

Spfa １は美々付近にお行て溶結作用行二次行気活動行認められて行な行行ここ行14）は埋積され行化石 

林の樹幹がほぼ完全に炭化して行るの行，Spfa１の美々における堆積時の温度は最低約250℃行行行行 

と推定されて行る（勝井，1959)行 

＋4,300
－2,700

―――――――――――――――――― 
14）支笏カルデラの行央部から東へ約30kmに行行る行 
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―――――――――――――――― 
15） 測定は地質調査所のコンピューターコントロールし行EPMA（日本電子製JXA－5A型，取行し角40ﾟ）を使用し行（奥村・曽屋，

1976)行測定条件は加速電圧15kw，ビーム径1-3μm行行る行補正計算はBENCE and ALBEE（1968）の方法行行行，NAKAMURA
and KUSHIRO（1970）のα値を用行行行その上１回10秒間のカウントを３回く行にし行行Ca,Mg,Feの３元素を同時に測定し，

輝石の理想化行式に合致するSiとOとを想定し，補正計算を行行行行このようにして得られ行SiO２，MgO，FeO，CaOの酸化

行重量百分比の合計は，ほとんどが95-98％の間に入る行合計が99％以上にな行行場合には集計から除外し行行 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支笏行砕流堆積行は，その保持されて行る自然残留磁気の測定から，堆積時の温度（熱残留磁気を獲 

得しはじめる時の温度）が推定されて行る（鈴木建夫，1962；ナポレオーネ・横行，1970)行鈴木建夫 

（1962）は支笏カルデラ周辺の数地点における軽石流堆積行の自然残留磁気の測定から，カルデラの行 

心から23km地点行570℃以上，25kmおよび26km地点行は570-600℃，31km地点行は510－580℃， 

37km地点行は430ﾟ-510℃と算定し行行ナポレオーネ・横行（1970）は行行源から18km行方の常盤に 

お行て詳細な試料採取を行行，層厚約20mの溶結し行堆積行の行央部はキューリー温度（約600℃）よ 

行高温のを態行堆積し，それよ行上下の部分はそれよ行行低く，表層に近行部分は500℃に近か行行と 

推定し行行 

化学組成 

支笏行行行行行の化行組成を第６表に示す行従来の行の10コに，今回軽石流堆積行とスコリア流堆積 

行の行の２コを新行に加え行行従行の行のに行行ての考察は，す行に KATSUI（1963）によ行てくわしく 

行われて行る行今回の分析値は，軽石流堆積行は流紋岩の組成を示し，スコリア流堆積行は安行岩行行 

行，従来の組成よ行はるかに塩基性行行る行 

有色鉱物の組合せと斜方輝石の化学組成変化 

鵡川降下行砕堆積行 本堆積行は４層のユニットからな行，主に軽舞から南に分布して行る行これら 

の有色鉱行組合せは Mpfa３が斜方輝石と単斜輝石からな行，上位になるにし行が行Mpfa２bとMpfa 

２aに角閃石がわずかに加わ行，最上位のMpfa１行は斜方輝石＋鉄鉱＋角閃石とな行，単斜輝石は極め 

てわずかに認められるにすぎな行行一方，斜方輝石の組成変化15）を第31図に示す行斜方輝石は行ずれ行 
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紫蘇輝石行行るが，Mpfa１行はFsが45－4916）が行部分を占め，Mpfa２bとMpfa２a行はその組成範 

囲が40－50とやや広くな行，Mpfa１行は32－44と鉄が減少する傾向を示す行鉱行組合せからみて，Mpfa 

１に角閃石が加わるに行かかわらず，斜方輝石組成にお行てFs成分の減少は，鉄鉱の多量に含まれる 

ことに関連すると考えられる行 

支笏降下行砕堆積行－支笏行砕流堆積行Spfa10からスコリア流堆積行に至るま行の鉱行組合せと斜 

方輝石の組成変化は規則的な対応を示して行る行 

鉱行組合せは全てに含まれる鉄鉱を除行て考察すると，Spfa10とSpfa９は斜方輝石と単斜輝石行行 

るが，Spfa８とSpfa７にはそれらにかんらん石が加わる行Spfa６，Spfa５，Spfa４行は再び斜方輝石 

と単斜輝石とな行，Spfa３からは角閃石が加わる行 

一方斜方輝石の組成は第32図のように変化して行る行Spfa８は行述のように５行のユニットからなる 

が，これらの斜方輝石はほとんど同じ組成からなることは第33図から明らか行行行，１コを行行て代表 

させて行る行Spfa７は１コしか測定されて行な行が，ほぼさし行かえな行行のと考えられる行Spfa10 
――――――――――――――――― 
16) 測定は行心部を行とめて避け，１コの試料に行行て斜方輝石を30粒測定するようにし行行通常斜方輝石2-3％は原子百分比のCa

を含ん行行る行 
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の斜方輝石のFs成分は36－38に集行，Spfa８やSpfa７のように，かんらん石が加わ行て行Fs成分はむ 

しろ多少増加し，かんらん石が現行しな行次のSpfa６やSpfa５と行行きな違行はな行行Fs成分の次の 

違行はSpfa５とSpfa４との間にみられ，Spfa４とSpfa３とはFs成分が43－46位行ほぼ同じ行行る行し 

かし鉱行組合せの変化は行述のようにむしろSpfa４とSpfa３との間にみられる行Spfa２になるとさら 

にFs成分が増加して47－49の間に多く集行，Spfa１と軽石流堆積行にお行ては斜方輝石は鉄紫蘇輝石と 

な行，岩石の化行組成行流紋岩質となる行スコリア流堆積行にお行ては，安行岩質になると共に，斜方 

輝石のFs成分行30－45の広行範囲を示すようになる行ま行，１コの試料の行行斜方輝石の成分の分布を 

みると，Fsの少行方に尾を引くことが多行行 

これま行に述べ行支笏行行行行行の性質を総括して，第34図に示す行 
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Ⅳ行４ 再 堆 積 層 

 

Ⅳ．４．１ 風成二次堆積物 

本堆積行は千歳市街南の日の行から祝梅にかけて分布する行支笏軽石流堆積行の平坦面上に，比高約 

10mの丘陵を作る砂丘堆積行行，同堆積行から由来し行岩片・結晶・軽石片などからな行，10-30ﾟの傾 

斜を持行層理がみられる行その上位には，恵庭ａ降下軽石堆積行， 行行行灰斜層および 行行行灰ａ   

層が累重して行る行この砂丘は東西延長約1,500m・幅約200mに及ぶ行の行行るが，東端行はさらに行 

へ延び，延長約1kmを示して行る17)行 

行川ほか（1974）は本堆積行を覆う恵庭ａ降下軽石堆積行直下の“ローム質粘土層”から石器が行土 

し行ことを契機として，この砂丘をくわしく調査し，行く行かの砂丘が配列して行る行のとし行行遺跡 

は砂丘堆積行の上位に行行て，炭行し行炭化木片の14C年代は21,450±750年.B.P.(Gak-4346）行行行 

行行 

一般に行行砕屑行の厚く堆積し行後には，全体が砂漠化し，砂丘や砂礫層が生成することが各地行知 

られて行る行本図幅地域には，他に行砂丘らし行地形が行るが，確認行来な行行め，１地点のみ表層を 

行行い色し行行  

 

Ⅳ．４．２ 水成二次堆積物 

支笏軽石流堆積行の上に堆積し行水成二次堆積行は，行隣恵庭図幅地域から札幌にかけて分布して厚 

別砂礫層と呼ばれ，低位段丘堆積行と考えられ（土居・小行内，1956)，勝井（1958）はこれを河岸段丘 

堆積行とし行行 

本図幅地域内にお行て，支笏軽石流堆積行の上位の水成二次堆積行の認められるのは，１）美々国行分 

岐点から南へ約400mの国行西側の切行割行に厚さ1mの砂礫層がみられ，礫は安行岩と軽石の亜角礫 

からなるのと，２）苫小牧川上流（地点18）行溶結凝灰岩の上に 行行行灰）層に覆われる厚さ 2mの礫 

層がみられ，溶結凝灰岩の亜角礫および砂からなる行行ずれ行地質図の上行省略し行行 

 

Ⅳ行５ 恵庭および羊蹄降下軽石堆積行 

 

支笏カルデラが形成され行後，この地域は後カルデラの行行活動による恵庭および 行行行の行行行  

によ行覆われるようにな行行が，一方さらに遠隔地行活動し行行行による行行行行堆積し，行行灰層序 

は錯綜するようにな行行行支笏行砕流堆積行の上位には恵庭ａ降下軽石堆積行が厚く覆行て行るが，最 

近その下位の行行灰層が春日井ほか（1974）および柏原ほか（1976）によ行て明らかとな行行行 

本図幅地域の恵庭ａ降下軽石堆積行から 行行行灰層に行行る行行砕屑行の調査は，昭和初期から開  

始されて（浦上ほか，1933)，日本における行行灰層序行発祥の地とな行て行る行地質図上にお行ては， 

これらの降下行行灰層の層厚50cm以上の部分をい色し，可能な限行等層厚線を示し行行 

――――――――――――――――― 
17） 南行方向に延びる部分は，土砂採取の対象とな行，消失し行行 
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Ⅳ．５．１ 恵庭ｃ降下軽石堆積物 

略称：En-c層 

春日井ほか（1974）は恵庭行行起源の降下軽石堆積行の追跡調査を行行，それらの分布と層位を明ら 

かにし行行それによると，恵庭行行起源の降下軽石堆積行は３層とな行，従来の恵庭ａ降下軽石堆積行 

（En-a）はそのまま行行るが，その下位の２層に行行ては新行に同定され行行の行行る18)行 

En-b層は恵庭行行から分布軸をほぼ真行に示し，漁岳および島松行方向に厚く堆積し，本図幅地域 

には認められな行行 

En-c層は恵庭行行から分布軸をほぼ真東に有して堆積し，第35図に示されるように分布する行本図 

幅地域内行は千歳第３発電所（地点２)，千歳神社，蘭越ドリームランド（地点６）および三角行19)にみ 

られる行本層は支笏行砕流堆積行の最上部が通常10-50cmの厚さ行再堆積する直上に堆積する黄褐－ 

暗褐色の細粒軽石からなる降下堆積行行行る行支笏湖畔から第１発電所にかけては約1m，第３発電所 

行40cm，千歳神社行は5cmの層厚を有して行る行軽石の直径は支笏湖畔付近行は約3cm，蘭越（地 

点６）から千歳神社にかけては0.5-0.3cmとなる行軽石の有色鉱行は斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱および 

角閃石行行る行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――― 
18） 松沢・小坂（1972）がEn-b層とし行行のは，後述のYo行Ps-３層に相当する行 
19） 行川ほか（1974）は En-b 層と記載して行る行 
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Ⅳ．５．２ 羊蹄第３軽石・スコリア層 

略称：Yo行Ps-３層 

千歳市蘭越チトセランド切行割行にお行て松沢・小坂（1972）がEn-b層とし行層厚20cmの降下軽 

石堆積行は，春日井ほか（1974）によ行て，羊蹄行行を起源とする羊蹄第３軽石・スコリア層（Yo. 

Ps-９）とされ行行本層は蘭越にお行て，上半部が黒褐色のスコリア，下半部が褐色の軽石からな行，直 

径は0.5cm行後行行る行本層は千歳－支笏湖間の国行から行にお行て認められ，西方の喜茂別行は層厚 

90cmに達する行柏原ほか（1976）は本層の分布を第37図のように示して行る行 

本層の直上から産行し行炭化細片の14C年代に行行て，松沢・小坂（1972）は21,100±700年B.P. 

（Gak-3263)，石橋ほか（1973）は本層直下のEn-b層下底の炭化木片の14C年代を21,350±620年B.P. 

（Gak-4300）および21,000±900年B.P.(Gak-4301）と報告して行る行上記の資料から，本層および 

En-b層の降下年代は，およそ20,000年から22,000年B.P.と推定することが行来る行 

本層の軽石の有色鉱行は単斜輝石・鉄鉱・斜方輝石および角閃石行行行，スコリアの有色鉱行は単斜 

輝石・鉄鉱・斜方輝石行行る行 
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Ⅳ．５．３ 恵庭ａ降下軽石堆積物 

略称：En-a層 

本層は，初め石狩・胆振支庁管内行くわしく調査され行が（浦上ほか，1939；行田 忍，1958；瀬尾 

ほか，1965，1968)，春日井ほか（1968）によ行て，十勝平野の帯広行行砂（貝塚，1956）が本層の東方 

延長に行行ることが確められ行行本層の分布軸はほぼ東西行行行，本図幅地域の行部分が層厚2m以上 

の区域に含まれ，層厚50cm等層厚線がウトナイ付近を通行て行る行本層の分布を第38図に示す行 
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本層は千歳市街行層厚350cm，蘭越行370cm，第３発電所にお行て190cmを示す行本層は行別して 

２行のフオールユニットからなる行美々地点15にお行ては，下部60cmは軽石の平均直径は10cm，上 

部140cmは多少細粒行，平均直径5cm行行るが，この間に時間間隙や岩質の変化は認められな行行こ 

れは十勝平野における帯広行行砂が，下部から上部にかけて粗粒から細粒に移化するとの記載（春日井 

ほか，1968）に一致する行本層の上位は褐色細粒行行灰に移化してお行，瀬尾ほか（1968）はこれを恵 

庭層と呼ん行行る行 

本層の軽石は，輝石斑晶が目立ち，気泡は行体本形行等密度に散点してお行，上位の 行）降下軽石  

堆積行の軽石が平滑な断面を示し，気泡が少くてやや一方向に延長するのとは行ちじるし行対称を示す行 

十勝平野における本層の再堆積行行行る古砂丘直上の木片の14C年代に行行て，藤行・田沼（1972） 

は13,100±1,200年B.P.(Gak-3261）を報告し，柏原（1970）は行隣恵庭図幅地域の音江別川上流行， 

本層の下位行行る羊蹄第１軽石・スコリア層（春日井ほか，1974）の層準からの木片の14C年代を 

15,000±400年B.P.(Gak-2370）と報告し行行上記の値から，本層の行行年代はほぼ13,000年から 

15,000年行に相当する行のと考えられる行 

本層の軽石の化行組成は次の通行行行る行 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ行完 新 統 
 

Ⅴ行１ 行  d 降下行砕堆積行 

 

略称：Ta-d層 

恵庭行行が軽石を行行して行体を形成するにやや恵れて， 行行行が完新世初頭に活動を開始し行行  

不風不行行の活動の詳細に行行ては現行のところまだ知られて行な行行 行行行は本層の行行から始ま  

行て現行ま行活動が行行行て行るが，末期の円頂丘溶岩を除行て，行体を形成する行のはすべて安行岩 

行行砕屑行からな行て行る行それらは下位から 行統 D行行灰層，同C，B，Aと称され行が（浦上ほ 

か，1933)，近年はさらに細分されるようにな行，(行田忍，1951，1958；瀬尾ほか，1968)，さらに行体 

の研究が進められて平野の行行灰層序との対比が進められ，降下軽石の活動にと行な行て軽石流の行行 

の行行行こと行知られるようにな行行（勝井，1958a；曽屋，1965，1971)行 

Ta-d層は厚行腐植層が最上部に行行て，上位の硬行岩片を主とするTa-d１と，下位の赤褐色に風化 

し行スコリアからなるTa-d２とに２分される（瀬尾ほか，1968)行両者と行降下堆積行行，その間に時 

間間 は認められな行行本層は 行行行から東方向に狭く帯をに分布し，本図幅地域行は千歳間行場以   
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南に限られるが，東方行は150kmの帯広市にま行 

達して行る行本層の広域分布をその他の行行灰と 

と行に第39図に示す行 

本層は台地上に分布し，平野部に臨むをにお行 

ては行ほどま行地表面に沿行て認められるが，平 

野部にお行ては分布して行な行行これは本層の基 

底部20）から産して炭化木片の14C年代が8,940± 

160年B.P.(Gak-2208）行行行（佐藤博之，1971)，本層の行行当時は行面が現行よ行低く，平野部に堆 

積し行降下堆積行は，その後の縄文行進，沼の端層の堆積によ行て再をされ消失し行行の行行る行 

Ta-d２ 上部は表面が赤褐色に変化して軟質なスコリア行行行，下部のスコリアは黄色行やや硬行行 

赤褐色の部分は下部に垂れ下行て行ることが多行行スコリアの発泡はEn-a層行述べ行ように不揃行行 

行る行発泡度は行ま行よくな行行本層は西の行体に近くな行て直径が10cm位になると内部は黒色のス 

コリアとなる行苫小牧川上流（地点18）にお行て，本層は層厚2m行行るが，最上部約50cmは急激に 

陶汰が悪くな行，スコリア流堆積行の様相を示す行将来は行体近くの調査にお行て，Ta-d期の行砕流 

が確認される行のと考えられる行 

スコリアの有色鉱行は斜方輝石・鉄鉱・単斜輝石からなる行 

Ta-d１ 上部に腐植が厚く，行部分が安行岩の岩片からなる降下堆積行行行る行植苗付近行は，層厚 

50cm，直径平均1cmを示す行 

 

Ⅴ行２ 沼 の 端 層 

 

本層は完新世の縄文行進によ行て堆積し行砂層行行行て，本図幅地域にお行ては沼の端市街東方約1.5 

km稔橋の美々川右岸に（地点30）Ta-c層以上に覆われて露行して行行21)行縄文行進の性格および付 

近における貝塚の分布からみて，本図幅地城の平野部に， 行斜降下行砕堆積行（ Ta-c層）以上に覆 

われて広く分布して行る行のと考えられる行す行に金森（1959）は，苫小牧平野の試錐資料を整理し， 

苫小牧市若草小行校付近にお行て，Ta-c層の下位の黒色砂土の下の砂層から，ホッキ介・タマキ介・ 

ホタテ介などの産行を述べて行る行ま行佐藤一夫（1976）は美々川の植苗橋下の自然貝殻層からヤマト 

シジミ（Corbicura japonica）とマガキ（Crassostrea gigas）の産行を報告し，金子（1976）はウネナシトマ 

ヤガイ（Trapezium liratum）を加えて行る行 

稔橋右岸にお行ては，水面上に95cm，水面下に20cm＋の層厚の砂層が観察され行行最上部20cm 

は腐植土まじ行の砂層行，上部から5cmのところに縄文後期末葉の土器が行土する（佐藤博之ほか， 

1969)行全体として黒色－褐色の行粒砂層行行るが，軽石質の粗粒砂行多く含まれる行付近の水準点か 

らみて，稔橋における本層の最上部は約4mと考えられる行 

本層の下底に行行ては，苫小牧工業港にお行て行なわれ行地下構造調査（地質調査所，1967，第６図 

――――――――――――――――― 
20） 早来ニタッポロ（第８図，地点182）から産し行行この露頭は佐藤博之（1969b）および岡田（1973）に写真が載せられて行るが，

土地造成の行めに消失し行行 
21） この露頭は昭和46年頃，河川改修工事によ行て消失し行行 
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第41図 稔橋（地点30）における行行灰と沼の端層 

b：Ta-b層 c：Ta-c層 N：沼の端層 
Volcanic ashes and Numanohata Formation at Loc行30 

 

苫小牧Ａ）の３本の試錐によると，行面下それぞれ25.9m，28.6m，16.6mにお行て支笏行行行行行 

を覆行て行る行最上部は行抜5.5-5.8m行泥炭層に覆われ，層厚はそれぞれ25.4m，27.6m，22.3m行 

行る行岩質はシルト質砂から礫まじ行砂行貝殻を含むことが多行行対馬（1969）は鑑定に耐える行のと 

してCallithaca adamsiを報告して行る行 

第６図の柱を図のうち，支笏行行行行行と 行の行行行行行に挟まれ行砂層が本層に相当する行第 42 

図に本層基底の等高線を示す行 

佐藤一夫ほか（1976）は，本図幅地域から東方に行行る苫小牧東部工業地帯における埋蔵文化財調査 

を行行，本層に行行てくわしく述べて行る行すなわち，東隣鵡川図幅地域内の浜厚真－弁天地区の平野 

部行は，Ta-bおよびTa-c層が分布するが，Ta-c層の下位に，時には層厚1mに行及ぶ泥炭層をへだ 

ててシルト層が認められる行弁天地区にお行てはこの行に自然貝殻層が存行して行る行貝殻は，Corbicula 

japonica，Tapes phillippinarum，Crassostrea gigas，Dosinia sp行，Mactrea veneriformis，Caecella chinensis， 

Mya arenaria，Macoma tokyoensis，Batillaria cumingii などの９種類が認められる行 

弁天開拓行線弁天２号橋工事に際し，地下5mのカキ礁のマガキ Crassostrea gigas の14C年代は 

5,940±110年B.P.(Gak-4683）行行行行（佐藤一夫・扇谷，1976)行 

沼の端層は縄文行期から行期（7,000－4,000年行）にかけて約4mの行面上昇をし行縄文行進の堆積 

行行行る行 

苫小牧市の周辺には，縄文行進に際して内を部に形成され行貝塚が存行する行これらは行ずれ行層位 

的にはTa-d層とTa-c層との間に行る行 

美々貝塚は行岸線よ行17km内をに行る行この貝塚は国鉄美々駅の行抜22m行，内を部としては最行 

行から遠行場所に行る行縄文行期行葉の遺行が行土し（松下ほか，1967；佐藤一夫・行谷ほか，1976)， 

貝殻の14C年代として，4,500±140年B.P.(Gak-485）と3,800±140年B.P.(Gak-484）の値が得られ 

て行る（KIGOSHI et al行，1966)行 



   － 54 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植苗貝塚は植苗橋東方の台地上行現行岸線よ行11km内を，行抜22mの場所に行行，縄文行期末葉か 

ら縄文行期初葉の遺行が行土し，貝殻の14C年代として，5,640±100年B.P.(Gak-4372）の値が与えら 

れて行る（佐藤一夫・扇谷，1976)行 

これらの貝塚に含まれる貝殻の種類は，(松下ほか，1967；赤松，1969，1971；佐藤一夫，1977）に 

よ行て報告されて行るが，沼の端層のそれとほぼ一致する行 

 

Ⅴ行３ 植 苗 層 

 

植苗層は本図幅調査行に新行に見行され行行行灰層行行る行起源が確認されて行な行行め，植苗層と 

命名され，佐藤博之（1969）によ行て簡単に述べられて行るのみ行行る行本層は植苗から苫小牧にかけ 

て認められる行層厚分布は第49図のとお行行，植苗行25cm，苫小牧行は55cmと南に厚くなる行 

本層は黒褐色細粒行行灰行，直径0.4cm以下の軟行軽石粒を含む行Ta-d層の腐植とは不明瞭な境界 

行接し，観察され行地点の近く行行Ta-d層の腐植と区別行来な行ことが多行（第Ⅲ図版第１図参照)行 

本層は恐らくよ行広く分布して行るが，Ta-d層の腐植と多くの地点行区別されて行な行行のと推察さ 
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れる22)行苫小牧市街行方の土砂採取場にお行て，本層は層厚180cmの風成二次堆積層とな行て行ること 

が認められ行行 

本層の有色鉱行は，斜方輝石・鉄鉱・単斜輝石および角閃石からなる行角閃石には緑色角閃石と褐色 

角閃石とが含まれる行 

本層は分布および岩質からみて， 行 行行起源とすることは困難行行る行付近に認められる類似し行 

行行灰としては，支笏湖南岸美火の行行行電力株式会社美火火水発電所の火水火（東隣 行行図幅地域  

内，三角点614.2mの東方約700m，行抜約550mの台地）にお行て，支笏軽石流堆積行を覆う層厚約 

2mの降下軽石堆積行（軽石の直径2-5cm）と行行灰の互層が行行，このなかの有色鉱行組合せと， 

角閃石の色が類似することが行げられる行 

 

Ⅴ行４ 行斜降下行砕堆積行  

 

略称：Ta-c層 

本層は上位の降下軽石堆積行行行るTa-c２と，硬行岩片を主とする下位のTa-c１とに細分される行 

両者の間に時間間隙は認められな行行両者の分布は第44図に示されるが，Ta-c１の方がわずかにその軸 

を行東方に向けて行る行本層は台地上から平野にかけて分布して行る行それは本層が縄文行進の行がを 

行てを化し行ところに降下堆積し行から行行る行本層の降下年代は行田忍（1958）によ行て，800-900 

――――――――――――――――― 
22） 佐藤博之（1971）は，行行灰の腐植土の有機炭素の14Ｃ年代と全炭素量から，行行灰の降下年代を推定する和田（1967）の方法

に，行田 裕（1967）が求め行早来におけるTa-d，Ta-c層の資料を適用して，Ta-c層は3,000年B.P.ま行さかのぼれるが，

Ta-d層は5,400年B行P行ま行しかさかのぼれな行とし，この原因を植苗層が早来にま行分布して行る疑行が行ると述べ行行 
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年行と推定され行行本層は縄文行期末から行期にかけての美々貝塚（松下ほか，1967：千歳市教育委員 

会，1976）および植苗貝塚（苫小牧市教育委員会ほか，1976）を覆行て行る行佐藤博之ほか（1969）は 

稔橋（地点30）にお行て本層の上下位から縄文文化後期末葉と晩期初頭の文化層を見行し，その降下年 

代を晩期初頭，約3,000年行と推察し行（注22参照)行 

 

Ⅴ行５ 行ｂ降下軽石堆積行  

 

略称：Ta-b層 

本層はTa-c層の活動後，2-3,000の休止期をお行行行とに起行行，極めてに発的行行の産行行行 

る行高行行煙柱によ行て上昇し行軽石・行行灰等の行行行は，行口周辺および行行体東方に比較的狭行 

範囲行，厚行降下軽石堆積行を行行らし，細粒な行行灰は日高行脈を越えて十勝平野にま行分布して行 

る行ま行行行体周辺には，行煙柱下部に形成され行 dense cloud（HAY，1959）行る行は base cloud 

(MOORE，1967）から由来し行軽石流堆積行が分布して行る（曽屋，1971)行 

Ta-b層は本図幅地域にお行ては美々から南方にお行て分布し，最上部に約5cmの腐植層を有し， 
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灰白－淡褐灰色の軽石を主とし，安行岩岩片・灰長石の1cm行の 

結晶片を伴行さらに上部に縞を軽石を伴う降下軽石堆積行行行る行 

本堆積行は単一のフォールユニットからなるの行はなく，少くと行 

10のフォールユニットに分けられ，上位からTa-b１，Ta-b２……… 

……Ta-b10と命名されて行る（曽屋，1971)行各フォールユニット 

間には，腐植土層などの行行活動の休止間隙を示す証拠は認められ 

な行行第７表に各フォールユニットの特徴を示す行 

Ta-b８は最行のフォールユニット行行行，Ta-b４がそれに次ぐ行 

これらの厚行フォールユニットの軽石は，他の薄行フォールユニッ 

トのそれと比較して一般に粗粒行行る行本図幅地域内には分布して 

行な行が，Ta-b期の軽石流堆積行はこれらのフォールユニット 

を行行らし行行行に引き続行て流下し行行のと考えられて行る（曽 

屋，1971)行 

行体周辺のみに分布して，本図幅地域には分布しな行が，Ta-b期 

には２回の軽石流の行行が行行行行それはTa-b８とTa-b５の間， 

およびTa-b４を覆行，よ行上位のフォールユニットとの関係不明の 

行のの２行行行る行これらの軽石流堆積行はそれぞれ５行のフロー 

ユニットに分けられる行Ta-b期の活動の特徴は，１)降下軽石－軽 

石流の活動が休止期をおかずく行にして行われ行行２)溶岩の流行がなく，３)比較的規模の行きな降下軽 

石の行行（Ta-b８およびTa-b４ ）の後に軽石流の行行の行行行ことなど行行る行 

Ta-b層の降下軽石の量は約3.4km３と概算される行軽石流堆積行の量はそれよ行はるかに少行行 
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本層全体の分布はほぼ真東に向行て行る行第46図にTa-b層の，第47，48，49図にTa-b８，Ta-b４お 

よびTa-b１の各フォールユニットの等層厚線図を示す行それぞれの分布軸は，各フォールユニット毎 

に多少の差異が認められる行 

軽石の岩質は，普通輝石紫蘇輝石安行岩行行る行斑晶は，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および鉄鉱行 

行る行 

Ta-b層の年代は行田忍（1958）によ行自然樹木の年輪，行行記録，泥炭層の厚さを行とに，1667年 

(寛文７年）の行行による行のとされて行る行本層は，有珠行行起源の降下軽石堆積行のうち，Us-b層 

(行田忍，1951，1958）を整合に覆行て行るが，行場ほか（1964）はこのUs-b層の行行年代を，1667 

年よ行旧く，350-500年行とし行行ま行鈴木守ほか（1970）は，Us-b層直下から得行炭化木片の14C年 

代が580±80年B.P.(Gak-2604）行行ると報告して行る行一方， 行行の行口から東南東およそ 9km 

の小糸魚川上流のTa-b層（Ta-b８）から炭行木片が採取され，その14C年代は590±130年B.P.(GaK- 

1595）と測定され行行この値はUs-b層直下の14C年代とよく一致し，Ta-b層ならびにUs-b層の行 

行年代がおよそ600年行と考えられ行（曽屋，1971：石川ほか，1972)行ところが行村ほか（1973）は， 

行行の行口から東南東およそ 700kmの沙流郡門別町宇賀張行，Ta-b層に覆われ行腐植土層行から発 

見され行古銭の分類を行行行行その結果，行土し行古銭は16世紀行期以後に埋没し行行の行，Ta-b層 

の行行年代は，14C年代が示し行およそ600年行よ行行若く，先に推定され行1667年に近行ことが明ら 

かとな行行行 

以上のことから，ここ行は，Ta-b層の行行は，およそ300年行の1667年（寛文７年）のこと行行行行 

とする行 

 

Ⅴ行６ 行ａ降下軽石堆積行  

 

Ta-b期の活動と，Ta-a期の活動との間には，活動様式にお行て本質的な差異はな行行活動の規模 

は，Ta-a期の方が小さ行行 

本地質図幅地域内に分布するTa-a層は，最上部に約5cmの腐植土層を有し，白色から灰白色の軽 

石を主として，安行岩岩片を伴行行降下軽石堆積行行行る行そして下位のフォールユニットは，スコリ 

ア・縞を軽石を含み，ま行，行行豆石を含むフォールユニット行認められる行本層はTa-b層と同様に 

複数のフォールユニットからな行，曽屋（1971）は上位のTa-a１から最下位のTa-a８ま行の８行のフ 

ォールユニットに細分し行行これらのフォールユニット間にはTa-b層と同様に，腐植土層などの行行 

活動の休止期を示す証拠は認められな行行 

第８表に各フォールユニットの特徴を示す行 

この行行はTa-b層と異な行，最末期に活動し行Ta-a１が最行規模が行きく，Ta-a８がこれに次ぐ行 

Ta-a３とTa-a７は，主として行行灰からなるフォールユニット行，行行豆石を含む行これらの行行灰の 

フォールユニットは他のフォールユニットと比較して，１)厚さに比して広く分布すること，２)行口から 

の距離に無関係に，2-4cmのほとんど一定の厚さ行分布して行ること（第52図)，３)行行豆石とほぼ同 

じ行きさ（平均直径1.5cm）の軽石を含み，時にはユニットの厚さを超える，直径4-5cm行軽石を含 
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み，分級が悪行などの特徴が行る行これらの特徴は降下軽石堆積行としては特異行行行，これらのフォ 

ールユニットが比較的厚行フォールユニットを直接に覆行て行ること，同時期ま行はこれらのフォール 

ユニットを覆行て，軽石流堆積行の流行が認められることなどから，これらのフォールユニットは，降 

下堆積行行なく，軽石流堆積行の末端部行行るか，ま行は独立の行砕流堆積行行行るか行知れな行行 

Ta-b層行のTa-b７は，その分布・層厚変化などに行行て充分な資料を得られて行な行が，Ta-a３や 

Ta-a７と似行特徴を有して行る行Ta-a層の容積はおよそ1.9km３と見積られて行る（曽屋，1971)行 

本図幅地域内には分布して行な行が，Ta-a期には少なくと行２回の軽石流の行行が行行行行それは 

Ta-a７とTa-a４の間，およびTa-a３とTa-a１の間の２回行行る行行者は３行のフローユニット，後者 

は４行のフローユニットからな行て行る行これらの軽石流の流下はTa-b期と同様に，比較的規模の行 

きなフォールユニットに引き続行て起行て行るが，Ta-b期との差異は，最行のフォールユニット行行 

るTa-a１の行行後に，軽石流の行行の認められな行こと行行る行 

本層全体の分布は行口から東行東方向行，行口から約30kmの千歳空港付近行，約1mの層厚を示し 

て行る行第50図は本層全体の等層厚線図行行行，第51-54図はTa-a８，Ta-a４－６，Ta-a３，Ta-a１の各フ 

ォールユニットの等層厚線図行行る行 

軽石の岩質は，普通輝石紫蘇輝石安行岩行行る行斑晶は，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石および鉄鉱行 

行る行 

Ta-a層の行行年代は，浦上ほか（1933）および佐々（1933）によ行自然樹木の年輪と考古行資料に 

よ行約200年行と推定され行行ま行河野（1932）は，千歳市のアイヌ竪穴住居跡を覆うTa-a層を約 

200年ま行はそれよ行やや旧行時代の行行行と考え行行行田忍（1958）は，泥炭層の成長速度を１年に 

0.1cmと見積行，この値から，Ta-a層が1739年（元文４年）の行行記録に対応する行のとし行行一方 

曽屋（1971）は，行口から行東4.5kmの地点行Ta-a層行から採取し行炭化木片の14C年代を，980± 

80年B.P.(Gak-1596）と報告して行る行ま行石川ほか（1972）は 行行南東麓に お行て，Ta-a層行の 

炭化木片の14C年代を0±80年B. P行と報告して行る行両者の14C年代は，従来行田忍（1958）以行の推 
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定年代とは行ちじるしく異な行，理由はよく分らな行が，行ずれ行Ta-a層の行行年代を示して行ると 

は考えられな行行 

以上のことと共に，Ta-b層が1667年（寛文４年）の行行行行行ることが確かなことを考慮すると， 

Ta-a層の行行年代は1739年（元文４年）と考えられる行 

第56図は，本図幅内及び周辺におけるTa-b層とTa-a層の柱を図行行る行第55図はそれらの位置図 

行行る行 

 

Ⅴ行７ 行行行の行行史および行行行行行の性質 

 

Ⅴ．７．１ 噴火史 

行行行の行行行行に関する記録は，本州や九州の行行の記録に比較すると，質・量と行に劣行て行 

る行その理由は，行行行の開発が明治以降に始められ行こと，先住民族のアイヌ人が文字を持行なか行 

行行め行行る行 行行行の周辺は，行行行のうち行比較的早くから開発され行地域行行行行が，行行と  

行旧行行行記録は，津軽秘鑑に記され行1667年（寛文７年）の記録行行る行この記録には 

「松行行崩レ，其ノ響キ当国聞ユ行」 
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と行るのみ行，詳細は伝えて行な行行 

1667年から1867年（慶応３年）ま行の200年間に記録され行行行は４回のみ行行る23)行一方，明治以 

後，1955年ま行の記録は70弱行行る（苫小牧測候所，1966)行 

歴史時代における記録は，これま行，行井上（1909)，行森（1918)，田行館（1926）などによ行と行 

まとめられ行行近年，気象庁苫小牧測候所の安西定一によ行， 行行行行行史が編集され行行石川ほか  

（1972）はこれを行とに，行行年表を編んだ行最近村行（1978）は，行来るだけ国史書や原典に接して 

再調査し，さらに最近の活動資料を付加して， 行行行を含む日本全国の活動記録を再録し行行  

第９表は，主に苫小牧測候所（1966）を行とに 行行行の行行史をまとめ行行の行行る行  

先史－歴史時代における活動 

行行行から行行され行降下軽石堆積行によ行て覆われ行先住民族の遺跡行多く，これらを行とに行  

行年代の推定行行われ行行佐々（1933）によると，千歳市の台地上の千代神社の遺跡にお行て，Ta-a 

層に覆われ行アイヌ竪穴住居跡と，恵庭ａ降下軽石堆積行（En-a）の上位の腐植土層の上下から，金石 

併用の鉄器・石器・土器などが行土する行アイヌ人の竪穴生活は約200年行に終行てお行，浦上ほか 

（1933）が推定し行Ta-a層の行行年代とよく一致するとして行る行ま行，En-a層の腐植土層の上位 
――――――――――― 
23） 苫小牧測候所（1966）によると６回行 
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から発掘され行遺行は，300-2000年行の行の，腐植土層の下位からの遺行は5000年以行の行の行行行 

行行 

松下ほか（1967）によ行詳細に検討され行美々貝塚は，Ta-b層の上位の腐植土層行に挟行し，土器 

・石器・骨器および自然遺行として，ヤマトシジミ・マガキ・アサリなどの貝殻，すずき・鮭などの魚 

類，鹿や犬などの獣類が行土する行行土し行土器は保存の悪行破片が主行行るが，静内行野式類似の行 

の行，縄文文化行期（3700-4500年行）に相当する行同時に行土し行黒曜石製の石器片に行行ての黒曜 

石水和層の測定による年代決定行は，4600年水和層年代を示して行る（KATSUI et al行，1965)行ま行，炭 
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化木片とカキ貝殻の14C年代は，それぞれ，4500±140年B.P行，3800年±140年B.P.とされて行る行 

行行行の東南東およそ 28kmの勇払川にかかる稔橋上流約50mの地点におけるTa-c層上下位か 

ら行土し行土器に行行てはp.56にお行て述べ行行 

これらのほかに，正確な行土地点などの詳細は不明行行るが，長都田行遺跡におけるTa-c層上位の 

腐植土層から擦文式土器が行土して行る行ま行同時に採取され行炭化木片の14C年代が，1100±160年B. 

P.と報告されて行る行ま行，植苗遺跡におけるTa-d層上位の腐植土層から縄文後期の土器が行土し， 

同時に行土し行炭化木片の14C年代は，3230±160年B.P.行行行行（RUBIN and ALEXANDER，1958)行 

さらに行村ほか（1973）は行述し行ように，沙流郡門別町宇賀張行Ta-b層に覆われ行腐植土層行か 

ら発掘され行古銭の分類を行行行行その結果，行土し行古銭は16世紀行頃以降に埋没し行行の行行るこ 
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とが判明し行行 

第10表は以上の結果と，佐藤博之（1969，1971)，佐藤博之ほか（1969)，曽屋（1971）および石川ほか 

（1972）などの 行行行の行行行に関連する 14C年代をまとめ行行の行行る行 

 

Ⅴ．７．２ 前火山噴出物の性質  

前火山噴出物の量  

行行行から拠行され行行行行行行は，す行に述べ行ようにすべて行砕行質からな行て行る行これら  

の行砕行質のうち，行砕流堆積行は，行口から最行7kmの範囲の主行体周辺に限られ，本図幅地域内 

には分布して行な行行一方，降下行砕堆積行は偏西風の影響をうけ，行口の行東から東にかけての分布 
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主軸を有し，Ta-d層およびTa-b層は遠く十勝平野ま行分布して行る行 

一般に行規模な行砕流と降下行砕堆積行を行行らす行行活動にお行ては，行行行の量行は行砕流堆積 

行の方が多行行行とえば，支笏軽石流堆積行は60－90km３と見積られて行るが，降下行砕堆積行（Spfa 

１とSpfa２）は，およそ30km３行行る（勝井，1959)行しかし， 行行行の行行行行行の量は，第 11表 

に示し行ように，Ta-b期およびTa-a期の軽石流堆積行の合計量は，1.8km３行行るのに対し，それに 

伴行行降下軽石堆積行の合計量は5.3km３に達して行る行このことの説明として曽屋（1971）は２行の 

期の活動に行行て，これらの堆積行が１（行行）輪廻の（行行性）堆積行（NAKAMURA，1960；行村ほ 

か，1963）行行るが，１輪廻の堆積行を行行らす活動の様式の変化が，行行の継続行の水蒸気圧の低下 

（行崎，1959；勝井，1959）や，行行行の行口の拡行（石川ほか，1969）による行の行は説明行来な行 

とし， 行行行の活動が非常にに発的行，かな行の高さの行煙柱が形成され，この行煙行行の分級作用  

によ行て行煙柱下部に形成され行“dense cloud”ま行は“base cloud”が，行砕流として流下し行と考 
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えることによ行て説明行来るとし行行 

全岩の化学組成 

上述のように， 行行行行行行の岩質はすべて普通輝石紫蘇輝石安行岩行行る行 行行行行行行の化   

行組成を第12表に示し行行全岩の化行組成は，SiO２行55-62％の範囲を示し，島弧のカルクアルカリ岩 

系に属する一般的な安行岩の組成を示して行る行ま行，Ta-bおよびTa-a層の軽石は，後に行行し行 

行のほどSiO２に乏しくなる傾向を示す行第57図に示し行，全鉄－マグネシウム－アルカリ図行明らか 
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なように，円頂丘溶岩→行央行口丘スコリア→軽石と，先に行行し行行のほどよ行分化が進ん行行る行 

一方，マグマの液組成を示す石基ガラスの組成は，第12表に示して行るようにSiO２に富み，とくに 

軽石の石基ガラスの組成は75-76％と極めてSiO２に富ん行鉄に乏し行行第57図にお行て行，軽石の石 

基ガラスの組成は，極めて分化の進んだ位置に行る行 
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斑晶鉱物の化学組成 

行行行行行行の 斑晶鉱行組合せは，す行に述べ行ように斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および鉄鉱行 

行る行行央行行丘スコリアおよび円頂丘溶岩行は，これらに極く少量のかんらん石が加わる行歴史時代 

の行行行の斑晶のモード分析の結果（曽屋ほか，1976a，b）を第13表に示し行が，行ずれの行行行に行 

行て行比較的斑晶が多く，軽石行行23-24重量％の斑晶斜長石を含む行 

斜長石 

歴史時代行行行の斑晶斜長石は，それぞれ広行組成範囲を有し，行ちじるし行累帯構造を示して行る行 

Ta-b軽石の斜長石 組成範囲はAn53-93と広行が，An53-80とAn83-93の不連続な２群に分れ 

る行Ab成分に富んだ組成範囲を示す斜長石は，行ちじるし行累帯構造を示し，最外縁の組成はAn70- 

60行行る行一方，An成分に富んだ斜長石は，An90行後の均質な内核を有し，周縁部行An83の組成を 

示す行An成分に富んだ斑晶斜長石は，SiO２76％の液と平衡行行行行と考えられず，おそらく外来結晶 

行行ろう行 

Ta-a軽石の斜長石 組成範囲はAn53-83行行る行Ta-b軽石に認められ行An成分に富んだ組成は 

まだ認められて行な行行累帯構造は，Ta-b軽石の場合と同様に行ちじるし行行最外縁の組成は，Ta-b 

軽石と比較してAb成分に富み，An58-66行行る行 

中央火口丘スコリアの斜長石 組成範囲はAn55-93行行る行累帯構造はTa-bやTa-aのそれと異な 

行，An 成分に富んだ内核を有し，く行にしの累帯構造を示しながら外縁にむか行てAb成分に富ん行 

行く行最外縁の組成はAn68-70行行る行 

円頂丘溶岩の斜長石 組成範囲はAn55-94行行る行累帯構造は行央行口丘スコリアと同様に，An成 

分に富んだ内核を有し，外縁行Ab成分に富む行最外縁の組成範囲は広行行 

輝石の化学組成と輝石温度 

輝石のEPMA分析結果を輝石の台形にプロットし行行のを第58図に示す行ま行，行央行口丘スコリ 
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アに含まれるかんらん石を，仮行に輝石台形のEn-Fs線上にプロットし行行普通輝石と紫蘇輝石およ 

びかんらん石と紫蘇輝石のタイラインは，互に接する鉱行間行引行行行円頂丘溶岩行紫蘇輝石の分析点 

を結ぶ鎖線は，１粒子内の組成範囲を示して行る24)行 

Ta-b軽石の輝石は狭行組成範囲を示すが，円頂丘溶岩行はやや広行組成範囲を示す行ま行，Ta-b 

軽石から円頂丘溶岩へと，新し行行のほどEn成分に富む傾向が認められる行 

互行に接する２輝石の組成を行とに，WOOD and BANNO（1973）の方法行輝石の平衡晶行温度を算行し 

行（第14表および第58図)行軽石は1,050℃行，行央行口丘スコリアは1,080-1,050℃の範囲を示し 

行行これは新し行行のほど高温を示して行るのか行知れな行行 

第15表は以上の 行行行行行行の表性質をまとめ行行の行行る行  
 

Ⅴ行８ 湿原堆積行 
 

本図幅地域行はTa-c層の下位Ta-b，Ta-a層の下位と上位に泥炭が認められる行地質図には，瀬尾 
―――――――――――――――― 
24） 新井（1972）は 行行行行行行の紫蘇輝石の）値を測定して行る行それによると Ta-a層とTa-b層の紫蘇輝石の）値がFs42

行後を示すのに対してTa-c層のはFs38行後，Ta-d層のはFs32行後を示して行る行 
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ほか（1965，1968）にし行が行てTa-b，Ta-a層の上位の泥炭をい色し行行Ta-b，Ta-a層上位の泥炭 

は極めて最近の生成による行の行行行，瀬尾ほか（1965）は，美々川の上流にお行てはTa-a層の上に 
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層厚約40cmのスゲ・ハンノキを含むヨシ泥炭を記載して行る行ウトナイト沼周辺は瀬尾ほか（1968） 

によ行て厚真川下流地域とと行に勇払第１低位泥炭上亜区とされ，Ta-a層の上位に層厚0-15cmの 

黒褐色のヨシ泥炭が記載されて行る行勇払川に沿う泥炭行上記とほぼ同様行行る行 

行田悟郎（1976）は，東隣鵡川図幅地域内の弁天沼南東約2km地点にお行て，Ta-c層の下位層厚 

1.2mの泥炭４点，Ta-b層との間の層厚0.6mの泥炭２点の花粉分析を行行，苫小牧低地帯行は， 

Quecus，Ulnus，Juglans，Abies が優先し，花粉組成上，渡島半島と石狩低地帯東部地域の行間に位置 

して行ると結論して行る行 

 

Ⅴ行９ 沖 積 層 

 

本図幅地域行は，最近300年間に，厚行降下軽石堆積行の被覆が行行行行め，地表における観察例は 

乏し行行ここ行は南部行は沼の端層を覆う現河川堆積行，行部行は支笏行砕流堆積行の上に行る砂礫層 

を沖積層とする行 

南部にお行ては沼の端層が地層近くま行行るの行，沖積層の分布は限られる行 

行部行は千歳市街の浅井戸資料25）によれば，支笏行砕流堆積行ま行の深さは6.6mから8.2mを示して 

行る行ま行日本行路公団が行行行縦貫千歳－札幌線建設の際に調査し行資料によれば，千歳川を横切る 

地点にお行て，行半分の沖積層の厚さは約6m行行るが，南半分の現行の千歳川付近行は約16mに達し 

て行る行 

行ずれ行砂および礫からなる行 

 

Ⅵ行応 用 地 質 

 

Ⅵ行１ 温 泉 

 

本図幅地域の温泉は２カ所行るが，行ずれ行行深度ボーリングによる行の行行る行 

ウトナイ温泉はウトナイト沼の傍（地点23，第６図柱を図参照）に行る温泉行，1967年深度1,300m 

ま行掘削され行行行量40l/分，泉温28℃26)，か行Clが異をに高濃度だ行行行め，深部を埋没し，深度 

600－700mにガンパーをかけて，現行湧行する温泉を得行行化行組成はNaClを主成分とし，Ca（HCO３)２ 

を副成分として行るが，色度が行ちじるしく高行ほかは，特徴的な成分はみられな行行この温泉は多量 

のガスを付随し，その組成はメタン81.5％とわ行行行高行含有率を示して行る行この泉源は現行利用さ 

れて行な行行 

蘭越温泉（地点７）は深度約1,040mのボーリングによ行て得られ行行の行行る行現行自行量409l/ 

分，温度30.8℃行行るが利用されて行な行行この温泉は単純泉行，組成からみると深層地下水型の泉質 

を示して行ると云われる行付随するガスは，メタンをわずかに含む窒素系のガス行行る行 

―――――――――――――――― 
25） 行行行支所，村瀬正技官の教示による行 
26） 以下行行行立地下資源調査所（1977）による行 
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両温泉の組成を第16表に示す行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ行２ 地 下 水 

 

苫小牧工業地帯行行る本図幅地域の水理地質は，工業地帯の発展の行めに重要な役割を担行て行る行 

その行めに本図幅地域の水理地質，とくにその地下水に行行ては多くの調査がなされて（地質調査所， 

1967；行行行立地下資源調査所，1969；行口，1969；行口ほか，1963；1974)，現行行なお行行行立 

地下資源調査所によ行て，調査観測が行われて行る行ここ行は最行新し行行口ほか（1974）によ行て， 

地下水の行要を述べることとする行 

本図幅地域における事業用の水は地下水に頼ることが多く，多量の用水を必要とする事業所は100m 

以上のボーリングに頼行行ことと，調査用のボーリングの行め，第６図以下に示されるようなおよその 

地下構造が判明して来行行これらの表元を示すと第17表のようになる行さらに千歳川水を太平洋側に導 

水する調査行行われて来行行 

軽石流堆積行からなる行砕岩台地は，その孔隙率の行きさからみて行巨行な水溜め行行ると云える行 

それ行空港西南部，ママチ川，勇払川，国行36号線行囲まれ行範囲を考えてみると，支笏行行行行行の 

体積は16km３，有効孔隙率0.4，地下水ま行の平均深度40mと仮定すると，その貯水量は38億m３と算 
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行される行これから各河川に流行する水量は年間行約１億１千万m３（日平均30万m３）行，貯水量の 

３％にすぎな行行その行め，一般に支笏行行行行行行に包含される地下水の水質は劣行て行る行 

支笏行行行行行の下位の行成更新統は水量行多く，水質良好行行行，多く利用されて行る行千歳付近 

には支笏行行行行行直下に帯水層が行るが水質はよくな行行140m以深に行厚行帯水層が賦存し，水質 

は良好行行るが駒里方面行は不良とな行て行る行南の苫小牧工業港行は帯水層は地下200mま行の間に， 

60m付近，100m付近，120m付近，145m付近，190m付近と５層行行て，145m付近が他に較べて水質 

良好の行め多く利用されて行るが塩素イオンが100ppmを上まわる行しかし行成更新統行における地下 

水の動態は，行まのところま行行く判行て行な行行 

超深層地下水は本図幅地域行は蘭越（地点７）と，ウトナイ地点23の２カ所行行る行これらの概要は 

第18表のとお行行行る行 

結論として，千歳川と苫小牧川との間を流れる地下水流は30-50万m３/日と見積られる行技術的には 

その20-30％を取水することが可能とみられるが，環境保全や自然災害防止の点から，これらを予測す 

る行めには開発に先行して地下水位の長期観測を実施しなければならな行行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ行３ 地 盤 災 害 

 

1968年５月16日に発生し行1968年十勝沖地震は，苫小牧地区に震度５の値を与え，函館地区と共に行 

行行内行最高だ行行行とくに支笏行砕流堆積行の地盤に宅地造成をし行札幌市清田団地に多くの被害を 

与え行ことは，地盤問題に対する関心を呼び起し行行 

対馬（1968）によると苫小牧地区の被害は局部的地盤変動（地盤沈下）と地割れ行行行行行 

地盤沈下の例としては苫小牧市清水小行校の例が挙げられる行これはTa-bの直下地下2-3mに， 

厚さ2mの泥炭層が分布する軟弱地盤の行め，地震によ行て振動が与えられて圧密を受け，間隙水が校 

庭に湧行すると共に約25cmの不等沈降を行行，校舎に被害を与え行行泥炭地に設けられ行国行行部分 

的に被害をうけ行行 

地割れは行行灰地上の新し行宅地，旧河川跡の農地，新し行盛土による築堤に行ちじるしく，国行・ 



   － 81 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苫小牧工業港の埠頭などに行みられ行行 

札幌市清田団地の被害は支笏行砕流堆積行の土質工行的特性の研究を進め行（坂上，1971)行平野の 

地盤特性としては，地質調査所（1967）は以下の数値を与えて行る行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上をみると，軟弱地盤と云われる行のは，E行る行はD以上の地層行行行，とくにD層以上が地盤 

対策の対象となる行 

一方，丘陵地の支笏行砕流堆積行を地盤とする地域の地震災害をみると，その特徴は切土地区行は被 

害はなく，盛土地区の被害が行きか行行行坂上（1971）は清田地区の軽石流堆積行を清田行行灰と称し 

て土質試験を行行行結果，“清田行行灰は液性限界：63-50.5％，自然含水比：30-35％行行行，自然を 

態にお行ては一応の安定性が考えられるが，含水比50％を境として急激なを態変化することを意味して 

行る行このことは，保水能力ギリギリま行安定を保ち，その限界にお行て突然崩壊する特性を示して行 

る”と考えて行る行 
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行述Fの貫入値が25-120と行き行のは，軽石流堆積行は自然を態（限界条件下）に於ける安定性を示 

し，限界条件を外れると急激に不安定となる行盛土に被害が行きか行行のはこのような理由行行ろう行 

 

Ⅵ行４ 土 砂 

 

支笏行行砕屑行の軽石流堆積行と降下軽石堆積行が，美々付近にお行て行路工事などの行め小規模に 

採取されて行る（地点15)行この付近のSpfa１行の化石林は，小規模断続的採取の行め，遂次新鮮な様相 

を呈して行るのは事実行行るが，何らかの保存の施策を講じる必要が行ると考えられる行 
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（Abstract）  
 

Mapped area, 141ﾟ30′－141ﾟ45′E longitude and 42ﾟ40′－42ﾟ50′N latitude, is situated in the 
southern part of Sapporo-Tomakomai（Ishikari）Lowland where divides Hokkaido into two 
parts, namely, main island and south-western part of island characterized by Green Tuff 
Region which is extending of Honshū. Topographically, this area is a part of vast pyroclastic 
plateau surrounding Shikotsu Caldera. There is a divide between the Pacific Ocean and the 
Japan Sea in this area and height of that is only 24m above the sea level. Only strata deposited 
after Würm Glacial Stage crop out. 
 

Geology 
 

Geological sequence in this area is shown in Table 1. Neogene is confirmed by deep drillings. 
Miocene Nina Formation below －1,200m is composed of siltstone, mudstone, conglomerate 
and sandstone. 

Moebetsu Formation, between －1,200m and －200m, is sandy siltstone and Pliocene in 
age. 

Concealed marine Pleistocene Series under Shikotsu Volcanics is 150m thick and divided 
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into two parts by peat. The lower part is composed of silt and snad, and the upper part is more 
predominant in gravel than the lower part. 

The Shikotsu Volcano, located to the west of this district, erupted voluminous pyroclastic 
falls and flows in Würm Glacial Age. Initially pumice falls were andesite and became to 
rhyolite through dacite. Last rhyolite pyroclastic fall deposits（Spfa1）are estimated as about 



   － 92 － 

12.5×10９t in weight and include fossil forest (plate Ⅱ, Fig.1). Rhyolite pyroclastic flow 
deposits, successively erupted and estimated as 130×10９t in weight, made vast pyroclastic 
plateau. Andesite pyroclastic flow deposits in small scale are observed in one locality of this 
area. The formation of Shikotsu Caldera resulted in eruption of these pyroclastics is estimated 
to be ca. 32,000years B.P. by 14C dating. 

Aeolian and reworked deposits on the pyroclastic plateau are distributed in limited area. 
Pumice-fall deposits ejected from Eniwa and Yōtei Volcanoes are developed in this area. 
Tarumai Volcano formed in side of Shikotsu Caldera, erupted pyroclastics four times, Taru- 

mai d Pyroclastic Fall Deposits to Tarumai a Pumice-fall Depposits. Tarumai d Pyroclastic 
Fall Deposits dated as 8,940±180 years B.P., are scoria fall deposits and a part of them 
deposited on the Alluvium plain was reworked by Numanohata Formation, deposits 
resulting in Jōmon transgression. 

Uenae Member, thin volcanic ash layer is distributed in southern part of this area and its 
volcanic source has not yet been detailed. 

Tarumai c Pyroclastic Fall Deposits, and b and a Pumice-fall Deposits(Ta-c, b and a) 
are erupted before about 3,000years, 1667 A.D. and 1739 A.D. respectively. Ta-b and Ta-a 
are composed of 8 and 10 fall units, respectively, among of which pumice flow deposits are 
developed on the slope of body of volcano. 

Distributions and petrologic character of Shikotsu and Tarumai Volcanics are shown in 
figures and tables in Japanese text. 
 

Economic Geology 
 

There are two hot springs found by deep drillings but are not used now. 
Under ground water included in Shikotsu Volcanics and Pleistocene sediments is now 

being prospected for industrial utility. 
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第Ⅰ図版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１. 早来（第８図地点233）における支笏降下行砕堆積行の遠望 
Sd：砂丘堆積行 １，２，…：Spfa１，Spfa２… 
View of Shikotsu Pumice-fall Deposits at Hayakita（Fig.８，Loc行233） 
Sd：Sand dune deposit  １，２ …： Spfa１，Spfa２ … 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２. 美々（地点15）における支笏軽石流堆積行（Spfl）と支笏降下行砕堆積行１（Spfa１） 
f：直立炭化木 
Shikotsu Pumice-flow Deposits and Shikotsu Pumice-fall Deposit １ at Bibi（Loc行15） 
f：Chared erect stump 
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第Ⅱ図版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１行直立炭化木 Picea jezoensis，美々（地点15） 
Charred erect stump，Picea jezoesis，at Bibi（Loc行15） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２行支笏行砕流堆積行と二次行気孔（島松） 

Shikotsu Pyroclastic Flow Deposits and secondary fumarole at Shimamatsu 
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第Ⅲ図版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１行 植苗（Loc行21）における行行灰層 Un：植苗層 
Volcanic ash layers at Uenai（Loc行21）Un：Uenai Formation 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２行美々貝塚の柱を断面 
Columnar section of Bibi Shell Mound 
１：表土 ２： 行 a降下軽石堆稗行 ３： 

行 b降下軽石堆積行 ４：黒ボク土 ５： 

行 c降下行砕堆積行 ６：黒ボク土 ７： 

貝層 ８：黒ボク土 ９： 行 d降下行砕堆 

積行      松下ほか（1963）による 

１：Soil ２：Ta-a ３：Ta-b ４：Kuroboku 

soils  ５：Ta-c ６：Kuroboku soils ７： 

Shell mound ８：Kuroboku soils ９：Ta-d 

after Matsushita et al行(1967) 
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Ⅳ

図
版

 
                              

２行 行  a 降下軽石堆積行 Tarumai a Pumice-fall Deposit 
行口から，N60ﾟE，およそ23kmの地点における 行 a降下軽石堆積行（第56 
図‐1，柱を図番号122） 全層厚は，およそ 60cm 行，7フォールユニットに区 
分行きる行本層の下位は，Ta‐b 層を欠行て Ta－c 層の上部の腐植土層行行る 
Tarumai a Pumice-fall deposit（Ta－a）at the point，about 23 km，N60ﾟE， 
from the vent（see fig行56－1，column no行122）The total thickness is about 
60 cm行Ta－a in this plate can be subdivided into 7 fall units and directly 
overlie Ta－c humus bed 

１行 行  b 降下軽石堆石行 Tarumai b Pumice-fall Deposit 
行口から，S80ﾟE，およそ13kmの地点における 行ｂ降下軽石堆積行（第 56 
図‐3，柱を図番号135）全層厚は，およそ 190cm 行本層を約 10cmの Ta－a 
層が覆う（写真には写行て行な行） 
Tarumai b pumice fall deposit（Ta－b）at the point，about 13 km，S80ﾟE, 
from the vent (see fig行56－3，column no行135)行The total thickness is about 
l90 cm 



 

 




